
紀
伊
国
荒
川
荘
の
領
主
と
農
民

本

多

隆

成

【
要
約
】
　
鎌
倉
末
・
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
は
、
一
般
に
荘
園
制
の
衰
退
期
と
さ
れ
て
い
る
が
、
高
野
山
領
荘
園
も
同
じ
く
動
揺
の
時
期
を
も

ち
な
が
ら
、
十
五
世
紀
に
入
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
分
田
支
配
」
と
い
う
形
で
、
膝
下
の
芝
居
を
中
心
に
荘
園
支
配
体
制
の
再
編
成
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
動

揺
か
ら
再
編
成
の
過
程
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
を
、
在
地
梅
造
の
変
動
と
の
関
連
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
高
野
山
領
の
特
質
を
解
明
す
る
上
で

重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
ま
で
か
か
る
諜
題
に
直
接
言
及
し
た
研
究
は
見
当
ら
ず
、
荘
園
支
配
体
制
の
基
本
的
な
変

遷
過
程
さ
え
も
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
本
稿
は
紀
伊
国
荒
川
荘
を
中
心
に
、
こ
れ
を
「
在
家
（
免
家
）
支
配
」
か
ら
「
分

田
支
配
」
へ
、
と
い
う
過
程
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
一
つ
は
公
田
艮
公
事
地
に
お
け
る
年
貢
得
分
の
支
配
を
基
本
に
お

く
こ
と
、
今
一
つ
は
荘
園
領
主
と
農
民
と
の
対
抗
関
係
を
｝
署
し
て
追
究
す
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
を
課
題
追
究
の
視
点
と
し
た
。
こ
れ
ら
は
自
明
の
こ
と

と
み
え
な
が
ら
、
従
来
の
研
究
が
か
か
る
観
点
か
ら
み
て
闇
題
を
含
ん
で
い
た
こ
と
は
、
陀
羅
尼
田
寄
進
と
悪
党
問
題
を
通
じ
て
具
体
的
に
検
討
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
観
点
を
基
本
に
す
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
「
分
田
支
配
」
体
制
の
意
味
も
よ
り
明
ら
か
に
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
六
巻
二
号
　
一
九
七
三
年
三
月

紀伊圏荒川荘の領主と農民（本多）

は
　
じ
　
め
　
に

　
高
野
山
領
荘
園
の
研
究
は
、
近
年
か
な
り
活
綴
に
な
っ
て
き
た
か
に
お
も
わ
れ
る
が
、
も
と
よ
り
残
さ
れ
た
問
題
も
多
い
。
そ
の
最
大
の
課

題
の
一
つ
は
、
応
永
期
に
入
っ
て
高
野
山
膝
下
の
直
接
支
配
の
及
ん
だ
諸
荘
を
中
心
に
大
検
注
が
施
行
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
分
田
支
配
」
と
い

う
形
で
高
野
山
に
よ
る
支
配
体
制
の
再
編
成
が
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
の
過
程
と
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
を
、
農
罠
層
の
台
頭
に
と
も
な
う
在
地
構

造
の
変
動
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
荘
園
領
主
高
野
山
と
の
相
克
の
う
ち
に
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
問
題
は
、
十
五
世
紀
に
入
っ
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て
か
ら
再
編
成
さ
れ
て
く
る
荘
園
の
ば
あ
い
一
般
と
、
か
な
り
共
通
し
た
側
面
を
も
っ
て
い
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
、
か
か
る
課
題
の
追
究
は
、

た
ん
に
高
野
山
領
荘
園
研
究
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
か
か
る
点
に
関
し
、
主
と
し
て
高
野
山
領
紀
伊
国
荒
川
荘
を
中
心
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
荒
川
荘
は
官
省
幽
玄
と

共
に
、
早
く
か
ら
高
野
山
の
所
領
と
し
て
独
自
の
支
配
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
何
よ
り
も
、
そ
の
動
揺
か
ら
再
編
成
の
過
程
を
一
貫
し
て
追
究

し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
管
見
の
限
り
で
は
、
高
野
山
領
荘
園
に
つ
い
て
か
か
る
課
題
に
直
接
言
及
し
た
論
稿
を
い
ま
だ
持
ち
え
て
い
な
い
。
も
と
よ

り
、
こ
れ
に
関
連
す
る
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
い
く
つ
か
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
　
「
分
田
支
配
」
に
つ
い
て
は
も

　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
よ
り
、
高
野
山
の
支
配
が
、
　
「
在
地
の
情
勢
と
高
野
山
自
体
の
動
向
と
の
か
ら
み
あ
い
の
上
に
」
い
か
に
し
て
確
立
し
て
い
く
か
、
あ
る
い

は
む
し
ろ
「
分
田
支
配
」
の
後
に
、
農
民
闘
争
で
動
揺
し
つ
つ
も
、
　
「
独
自
の
権
力
編
成
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
支
配
に
よ
っ
て
対
応
・
対
決
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

っ
て
い
く
」
高
野
山
権
力
の
あ
り
方
な
ど
、
い
ず
れ
も
具
体
的
に
究
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
　
「
分
田
支
配
」
と
い
う
形
で
再
編
成

さ
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
み
る
べ
き
成
果
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
荒
川
荘
に
つ
い
て
み
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
主
と
し
て
そ
の
成
立
過
程
の
時
期
に
お
か
れ
る
か
、
あ
る
い
は
い
わ
ゆ
る
荒
川
の
悪
党
の

　
　
　
　
　
⑤

問
題
で
あ
っ
た
。
　
「
分
田
支
配
」
も
し
く
は
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
な
制
約
も
あ
っ
て
、
ご
く
最
近
に
な
っ
て
や
っ
と
取
り
あ
げ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
る
に
至
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
高
野
山
の
支
配
体
制
の
変
遷
を
、
在
地
の
動
向
と
の
関
連
で
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
ば
あ
い
、
い
か
な
る
視
点
を
基
本
に
し

て
追
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
一
つ
は
荘
園
領
主
一
般
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
年
貢
得
分
の
支
配
を
根
幹
に
お
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
高
野
山
の
ば
あ
い
は
、
公
田
涯
公
事
地
に
お
け
る
年
貢
収
奪
体
制
が
あ
く
ま
で
基
本
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
　
「
分
田
支
配
」
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
か
か
わ
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
今
一
つ
は
、
荘
園
領
主
と
農
罠
と
の
対

抗
欄
係
を
、
一
貫
し
て
追
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
農
民
と
い
っ
て
も
多
様
で
あ
る
が
、
本
稿
の
限
り
で
は
、
有
力
濃
民
と
小
百
姓
層
の
い
わ
ゆ
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紀伊国荒川荘の領主と農毘（本多）

る
「
百
姓
等
」
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
小
百
姓
層
に
注
目
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
有
力
農
民
層
の
分
解
・
成
長
か
ら
絶
え
ず
中
間

層
を
生
み
出
し
た
り
、
荘
官
層
が
領
主
化
の
動
き
を
示
す
こ
と
な
ど
は
、
領
主
・
農
民
関
係
に
規
定
さ
れ
た
副
次
的
な
問
題
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
あ
る
い
は
自
明
の
こ
と
と
お
も
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
研
究
が
か
か
る
観
点
か
ら
み
て
、

い
く
つ
か
の
間
題
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
、
否
定
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
前
老
に
つ
い
て
は
と
く
に
陀
羅
尼
田
嵜
進
の
問
題

で
、
後
者
に
つ
い
て
は
と
く
に
悪
党
の
問
題
を
通
じ
て
考
え
て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
実
は
こ
の
よ
う
な
公
田
睡
公
事
地
の
支
配
と
領
主
・
農

民
と
の
対
抗
関
係
を
一
貫
し
て
基
本
に
す
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
五
世
紀
に
再
編
・
確
立
し
て
く
る
い
わ
ゆ
る
「
分
田
支
配
」
体
制
の
意
味

も
、
よ
り
明
ら
か
に
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
な
お
別
稿
で
は
、
靹
淵
荘
の
農
民
闘
争
を
経
る
中
で
成
立
し
て
き
た
「
分
田
支
配
」
の
実
態
と
意
味
と
に
つ
い
て
、
不
十
分
な
が
ら
述
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
海
淵
荘
は
十
四
世
紀
の
は
じ
め
に
高
野
山
領
に
編
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
荒
川
荘
と
は
そ
の
成
立
事
情
、

従
来
の
支
配
の
あ
り
方
を
異
に
し
て
い
る
。
　
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
五
世
紀
に
同
様
の
支
配
体
制
を
も
た
ら
し
た
と
す
れ
ば
、

「
分
田
支
配
」
は
高
野
山
領
と
し
て
の
成
立
事
情
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
直
接
支
配
諸
荘
に
共
通
し
た
体
制
と
し
て
確
立
し
た
も
の
と
い
い

う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
も
別
稿
で
の
聞
題
意
識
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
、
課
題
に
せ
ま
り
た
い
と
お
も
う
。

①
熱
田
公
「
室
町
時
代
の
高
野
山
領
荘
園
に
つ
い
て
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
四

　
号
）
、
同
「
紀
州
相
賀
荘
に
つ
い
て
」
　
（
藤
島
・
宮
騎
編
『
日
本
浄
土
教
史
の
研

　
究
』
）
、
今
井
林
太
郎
「
高
野
山
領
紀
伊
国
官
省
符
荘
」
（
『
研
究
』
三
五
号
）
な
ど
。

②
熱
田
公
「
高
野
寺
領
荘
園
支
配
の
確
立
過
程
…
荒
川
荘
を
中
心
に
一
（
上
）

　
（
下
）
」
　
（
『
日
本
史
研
究
』
六
九
・
七
〇
号
）

③
伊
藤
弘
子
「
中
世
後
期
に
お
け
る
高
野
山
権
力
と
農
民
闘
争
」
（
『
歴
史
学
研

　
究
』
ゴ
　
山
南
八
弩
）

④
　
福
田
豊
彦
「
古
代
末
期
に
於
け
る
『
在
家
』
の
一
形
態
－
高
野
山
領
紀
伊
国
荒

　
川
庄
の
研
究
i
」
（
『
北
大
史
学
』
第
四
号
4
、
同
「
『
在
家
』
の
変
質
に
つ
い
て
一

　
高
野
山
領
紀
伊
國
荒
川
庄
の
場
合
一
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
一
三
号
）
、
内
国
実
「
在

　
家
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
1
紀
伊
国
荒
川
庄
を
中
心
と
し
て
一
」
（
『
史
潮
』
第

　
六
六
号
）
、
同
「
紀
伊
国
荒
川
庄
の
伝
領
関
係
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
二
三
号
）
、
井

　
上
満
郎
「
鎌
倉
幕
府
成
立
期
の
礎
盤
乱
行
一
紀
伊
国
田
中
庄
佐
藤
氏
の
場
合
一
」

　
（
『
日
本
史
研
究
』
一
一
〇
号
）
、
及
び
熱
田
氏
註
②
論
文
な
ど
。

⑤
臓
部
謙
太
郎
「
荒
河
の
悪
党
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
十
八
巻
五
号
）
、
今
井
林

　
太
郎
「
高
野
山
領
紀
伊
國
荒
川
荘
」
（
『
魚
澄
先
生
古
稀
記
念
国
史
学
論
叢
』
）
、
佐

　
藤
和
彦
「
悪
党
そ
の
時
代
と
評
価
－
紀
伊
国
荒
規
荘
の
悪
党
に
つ
い
て
一
」
（
『
民

　
衆
史
研
究
』
第
二
号
）
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⑥
　
田
代
脩
「
庄
園
制
下
に
お
け
る
村
落
の
形
成
－
高
野
山
領
紀
伊
燭
荒
川
庄
に
っ

　
い
て
一
」
（
『
埼
玉
大
学
紀
要
』
教
養
学
部
編
第
四
号
）
、
同
「
申
世
後
期
の
郷
村
制
に

　
つ
い
て
1
高
野
山
領
荒
川
庄
を
中
心
に
i
」
（
『
同
』
第
七
号
）
。
な
お
、
日
本
大
学
中

　
世
史
研
究
会
「
紀
伊
国
本
早
来
調
査
日
出
P
書
」
（
『
中
世
史
研
究
』
第
五
号
）
が
あ
る
。

⑦
拙
稿
「
中
世
後
期
の
高
野
山
領
荘
園
支
配
と
農
民
1
紀
伊
國
靹
淵
荘
の
ば
あ
い

　
一
」
　
（
『
臼
本
史
研
究
脳
一
一
二
号
）
。
な
お
靹
淵
荘
に
つ
い
て
は
、
他
に
小
川
儒

　
「
紀
伊
国
靹
淵
荘
に
於
け
る
郷
村
制
形
成
過
程
」
　
（
『
国
史
学
』
五
二
号
）
、
熱
田

公
「
中
数
末
期
の
高
野
山
点
訳
淵
庄
に
つ
い
て
」
（
『
目
隠
史
研
究
』
二
八
号
）
、

伊
藤
弘
子
「
蹴
出
の
成
立
と
発
展
－
高
野
山
領
紀
伊
震
幅
玉
藻
に
お
い
て
i
（
上
）

（
下
）
」
　
（
『
臼
本
史
研
究
』
一
二
〇
・
一
二
　
号
）
な
ど
が
あ
る
。

　
な
お
、
史
料
引
用
に
つ
い
て
は
、
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
一
『
高
野
山

文
欝
』
に
つ
い
て
は
巻
数
と
文
書
番
号
の
み
を
記
し
、
高
野
山
文
書
刊
行
会
発
行

の
『
高
野
山
文
書
』
に
つ
い
て
は
、
〃
刊
”
と
し
て
、
同
じ
く
巻
数
と
文
書
番
号

を
記
し
た
。
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一
　
小
百
姓
層
の
台
頭

　
荒
川
荘
は
そ
の
四
至
を
、
東
は
檜
橋
峯
井
黒
川
、
南
は
高
原
井
多
須
木
峯
、
西
は
尼
岡
中
心
井
熱
電
、
北
は
牛
景
淵
井
純
陀
淵
と
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
が
、
上
谷
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
地
図
上
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
旧
安
楽
川
村
と
奥
安
楽
川
村
の
全
域
、
お
よ
び
調
月
村
と
龍
門
村

の
一
部
を
含
ん
だ
地
域
で
、
打
田
町
、
粉
河
町
を
一
部
含
む
が
、
現
在
の
桃
山
町
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

　
当
処
は
も
と
平
等
院
大
僧
正
行
尊
が
院
奏
を
経
て
立
て
ら
れ
た
荘
園
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
鳥
羽
院
に
寄
進
さ
れ
、
さ
ら
に
美
福
門
院
に
伝
領

　
　
②

さ
れ
た
。
そ
し
て
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
七
月
に
、
早
福
門
院
が
鳥
羽
院
の
菩
提
を
弔
ら
う
た
め
に
当
荘
を
金
泥
一
切
経
蔵
に
寄
進
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
よ
り
、
高
野
山
領
と
し
て
の
荒
川
荘
の
歴
史
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
高
野
山
が
こ
の
荒
川
荘
を
自
ら
の
支
配
下
に
く
み
込
ん
で
行
く
に
は
、
田
仲
荘
と
の
相
論
の
克
服
、
長
寛
二
年
（
＝
六
四
）
の
在
家
田
畠
支

④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

配
、
建
久
四
年
（
＝
九
三
）
の
盛
景
没
官
田
支
配
な
ど
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
一
応
そ
の
支
配
体
制
が
最
終
的
な
確
立
を
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
の
は
、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
の
「
供
料
相
折
帳
」
の
段
階
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
熱
田
晟
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

こ
の
目
録
の
作
成
は
、
同
時
に
荘
園
領
主
高
野
山
が
あ
ら
た
な
矛
盾
に
直
面
し
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
当
荘
に
お

け
る
作
人
層
の
台
頭
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
民
層
の
あ
ら
た
な
動
向
を
そ
の
基
礎
に
お
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
当
荘
で
は
田
仲
荘
と
の
相
論
に
関
し
て
も
、
寄
進
当
時
の
仲
清
の
押
妨
の
段
階
で
は
つ
ね
に
「
庄
官
等
」
が
前
面
に
出
て
い
た
が
、
次
代
の
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能
清
の
段
階
に
な
っ
た
治
承
五
年
（
＝
八
一
）
に
は
、
　
「
荒
川
御
庄
百
姓
等
」
と
し
て
言
上
状
を
も
っ
て
訴
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

⑧る
。
こ
こ
に
み
る
「
百
姓
等
」
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
諸
先
学
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
田
堵
・
名
主
ら
に
等
し
い
も
の
で
、
寺
役
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

負
担
の
た
め
在
家
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
は
い
て
も
、
何
ら
特
別
な
隷
属
民
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
保
延

　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
検
注
帳
、
長
寛
の
在
家
田
畠
支
配
状
に
よ
り
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
面
か
ら
簡
単
に
再
確
認
し
て
み
た
い
。

　
諸
宗
は
保
延
の
在
家
で
、
畠
を
一
町
一
反
一
八
○
歩
（
見
作
四
反
）
有
し
て
い
た
が
、
長
寛
で
も
田
一
反
を
配
分
さ
れ
た
智
処
房
の
在
家
と
さ

れ
た
。
し
か
し
彼
億
ま
た
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
成
林
房
、
悪
運
房
、
密
樹
房
、
（
智
慮
房
）
、
劇
毒
房
に
配
分
さ
れ
た
畠
一
反
の
作
人
で
も
あ
っ

た
。
つ
ぎ
に
、
武
行
は
保
延
で
は
畠
五
反
一
二
〇
歩
（
晃
作
二
反
）
を
有
し
て
い
た
が
、
在
家
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
長
寛
で
は
、
田
一
反

を
配
分
さ
れ
た
受
教
房
の
在
家
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
も
ま
た
永
宗
と
同
じ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
三
大
房
、
乗
厳
房
、
観
修
房
、
　
（
観
密

房
）
、
に
配
分
さ
れ
た
畠
一
反
の
作
人
で
も
あ
っ
た
。

・
こ
う
し
て
み
る
と
、
永
々
・
武
行
ら
は
保
延
の
在
家
で
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
畠
地
に
つ
い
て
だ
け
で
も
自
ら
の
独
自
の
基
盤
を
有

し
て
お
り
、
高
野
山
の
支
配
が
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
長
寛
の
支
配
状
で
寺
僧
の
在
家
（
免
家
）
と
は
さ
れ
て
い
て
も
、
他
の
寺
僧
数
人
の
作
人

で
庵
あ
り
、
在
家
（
免
家
）
た
る
こ
と
で
特
別
の
隷
属
関
係
に
く
み
込
ま
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
長
寛
の
支
配
に
お
い
て
、
た

と
え
高
野
山
が
在
家
農
民
の
人
格
的
な
支
配
を
意
図
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
貫
徹
は
困
難
だ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
言
上
状
で
自
ら
「
爾
姓
等
」
あ
る
い
は
「
住
人
等
」
と
称
し
て
い
た
成
立
期
荒
川
荘
の
芝
焼
た
ち
は
、
主
と
し
て
か
か
る
性
格
を
も
つ
も
の

で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
一
般
的
に
根
本
住
人
と
よ
ば
れ
る
村
落
上
層
農
民
に
属
す
る
が
、
長
寛
の
支
配
状
で
は
、
高
野
山
は
在
家
七
〇
宇
を
設
定

し
、
彼
ら
の
大
部
分
を
在
家
と
し
て
把
握
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
農
罠
層
の
あ
ら
た
な
動
向
と
は
、
こ
こ
で
は
彼
ら
を
中
心
と
す
る
高
野
山
へ
の
要
求
闘
争
を
直
接
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
し
か
に
彼
ら
在
家
住
人
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
　
「
百
姓
等
」
と
し
て
、
た
と
え
ば
建
長
四
年
（
＝
霊
二
）
に
遡
上
の
所
々
の
所
斗
米
を
五
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

代
は
三
斗
五
升
に
、
三
斗
代
は
一
斗
五
升
に
減
ず
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
建
長
七
年
（
＝
一
五
五
）
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に
「
百
姓
等
」
の
訴
状
に
よ
っ
て
、
毎
年
の
墨
田
を
要
求
し
た
り
、
段
米
・
立
板
・
六
貫
銭
の
負
担
を
三
分
の
一
に
減
ず
る
よ
う
訴
え
が
出
さ

　
　
　
⑬

れ
る
な
ど
、
荘
園
領
主
高
野
山
が
し
だ
い
に
多
様
化
す
る
農
民
層
の
要
求
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
支
配
の
動
揺
を
も
た
ら
す
一
因
で

は
あ
っ
た
。

　
問
題
は
す
で
に
長
寛
の
頃
か
ら
堂
々
の
み
え
た
脇
在
家
の
分
課
な
ど
、
従
来
の
在
家
住
人
の
分
解
（
も
と
よ
り
上
昇
す
る
も
の
も
あ
る
）
や
、
あ

る
い
は
こ
れ
ま
で
は
歴
史
の
表
面
に
直
接
は
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
多
数
の
小
百
姓
層
が
、
山
上
僧
や
在
家
住
人
ら
の
も
と
で
作
人
と
し
て

し
だ
い
に
成
長
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
高
野
山
領
荘
園
制
下
で
は
、
作
人
層
は
一
般
に
「
地
主
」
に
対
す
る
「
作
」
の
関
係
に
お
い
て
あ
ら

わ
れ
る
。
そ
し
て
早
く
も
承
久
三
年
（
一
二
一
二
）
に
、
　
「
斯
田
地
作
人
、
轍
不
可
改
替
之
」
と
あ
り
、
　
「
猛
悪
事
出
来
、
本
作
人
死
亡
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

う
よ
う
な
こ
と
の
な
い
限
り
、
作
人
の
耕
作
権
が
し
だ
い
に
長
期
的
に
保
障
さ
れ
る
可
能
性
が
芽
生
え
て
き
た
こ
と
を
お
も
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
方
向
が
明
確
に
展
開
し
は
じ
め
る
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
十
三
世
紀
中
末
期
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
こ
の
期
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

社
会
的
生
産
諸
藩
の
発
展
に
桐
応
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
農
業
生
産
力
の
面
で
は
古
島
敏
雄
氏
の
、
ま
た
貨
幣
流
通
・
市
場
発
生
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ど
商
品
経
済
発
展
の
面
で
は
佐
々
木
銀
弥
磯
の
指
摘
な
ど
が
あ
り
、
詳
し
い
こ
と
は
省
略
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
た
ん
に
作
人
層
の
台
頭
と
い
っ
た
だ
け
で
は
何
ら
歴
史
的
な
把
握
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
史
料
上
の
「
作
人
」
が
種
々
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

容
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
不
十
分
な
が
ら
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
山
上
の
寺
院
や
僧
、
あ
る

い
は
山
下
住
人
（
荘
官
・
殿
原
・
有
力
堕
民
）
の
も
と
で
請
作
関
係
に
結
ば
れ
た
、
人
格
的
に
は
相
対
的
に
自
由
な
直
接
生
産
者
（
主
と
し
て
小
百

姓
層
）
が
作
人
で
あ
る
ば
あ
い
、
第
二
に
、
作
職
留
保
の
加
地
子
得
分
（
片
子
）
の
売
買
・
寄
進
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
主
と
し
て
山
下
住
人
の

ば
あ
い
、
第
三
に
、
山
下
住
人
に
対
し
て
家
父
長
潮
出
面
属
下
に
あ
る
農
奴
的
農
罠
（
下
人
・
所
従
）
が
作
人
で
あ
る
ば
あ
い
で
あ
る
。
そ
し
て

小
農
民
の
自
立
と
し
て
問
題
に
な
る
の
は
第
一
、
第
三
で
、
し
か
も
第
一
が
中
心
に
な
る
こ
と
な
ど
を
結
論
だ
け
指
摘
し
た
。
こ
の
問
題
は
以

下
の
肇
藻
歯
係
す
る
の
で
・
三
そ
は
芝
に
第
丁
第
三
の
点
に
関
し
・
今
少
し
立
ち
入
ぞ
考
え
て
み
た
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
ま
ず
最
初
に
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
の
い
わ
ゆ
る
「
片
子
日
記
」
を
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
端
裂
書
）

　
　
　
　
「
片
子
目
記
」

　
　
薪
田
片
子
事
字
桀
本
緻
羅
分

　
　
士
’
9
石
五
斗
五
升
五
合
内
、
二
斗
八
升
官
物
、
所
残
珪
石
弐
斗
七
升
五
合
、
内
六
斗
四
升
ノ
片
子
ト
、
二
斗
八
升
ノ
官
物
ト
、
都
合
九
斗
二
升
ハ
地
主
取
之

　
　
也
、

　
　
　
但
近
年
ハ
、
毎
年
二
見
之
間
、
増
減
不
定
也
、
余
壱
石
、
或
七
八
斗
有
之
、
又
有
望
、
依
年
多
少
不
定
也
、

　
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
叩
石
五
斗
五
升
五
合
の
う
ち
、
六
諭
四
升
の
片
子
と
二
斗
八
升
の
官
物
は
「
地
主
」
の
取
り
分
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
地
主
は
た
ん
な
る
片
子
（
加
地
子
）
の
得
分
者
で
は
な
く
、
宮
物
（
年
貢
）
納
入
責
任
を
負
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
形

態
が
当
時
か
な
り
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
じ
荒
川
荘
の
正
応
三
年
（
＝
一
九
〇
）
の
文
書
に
、
　
「
於
寺
僧
地
離
御
影
堂
陀
羅
尼
田
天
野
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
田
、
自
今
以
後
、
云
地
利
、
云
官
物
、
不
可
致
未
進
、
若
致
末
進
之
時
、
地
主
被
改
作
人
早
耳
、
一
切
不
可
罰
世
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
か
か
る
「
地
主
」
と
作
人
見
能
と
は
、
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
「
地
主
」
が
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

貢
納
入
の
責
任
を
持
ち
、
売
券
・
寄
進
状
な
ど
で
「
若
鷺
不
法
之
富
者
、
早
筆
被
改
作
人
職
者
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
作
人
を
改
黒
し
う
る
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
確
か
に
こ
の
当
時
の
「
地
主
」
の
作
人
に
対
す
る
相
対
的
優
位
性
を
示
す
も
の
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
相
対
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
い
わ
い
こ
の
「
字
藤
木
本
百
八
十
歩
］
の
田
地
に
つ
い
て
は
、
同
じ
年
の
売
券
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
田
地
は
友
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

（
法
名
西
忍
）
か
ら
毛
利
丹
後
守
殿
御
代
宜
諏
訪
弥
四
郎
入
道
に
売
却
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
友
守
に
よ
る
と
「
先
祖
相
伝
の
私
領
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
開
発
私
領
に
系
譜
を
引
く
よ
う
な
直
営
地
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
ば
あ
い
作
人
は
見
能
で
あ
り
、
　
「
地
主
」
は
友
守
、
諏
訪
弥

四
郎
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
片
子
の
得
分
権
を
実
質
的
な
内
容
と
し
、
年
貢
納
入
の
責
任
を
も
負
っ
た
い
わ
ば
「
地
主
職
」
と
も
い
う
べ
き
も
の

の
所
有
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
地
主
職
」
が
、
今
み
た
よ
う
に
売
買
の
対
象
と
な
り
、
ま
た
譲
渡
や
寄
進
も
な
さ
れ
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
も
町
道
論
宗
金
、
空
明
房
宗
信
の
よ
う
に
、
山
上
僧
に
し
て
「
地
主
」
た
る
も
の
も
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
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し
か
も
文
書
の
上
で
は
そ
の
過
半
を
占
め
て
い
る
。

　
か
か
る
地
主
－
作
入
の
関
係
は
、
決
し
て
特
励
な
支
配
隷
属
関
係
に
あ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
天
野
郷
で
「
当
作
人
勝
五
郎
、
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
片
子
陸
墨
分
不
可
有
塀
怠
之
由
、
請
文
在
之
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
相
対
的
に
フ
ラ
ッ
ト
な
野
作
関
係
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

そ
れ
ゆ
え
、
作
人
改
替
の
問
題
に
し
て
も
、
逆
に
い
え
ば
「
於
作
人
職
者
万
珍
法
師
、
無
未
進
之
儀
者
、
永
代
不
可
有
馬
易
者
也
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
一
定
の
官
物
・
片
．
子
な
ど
を
未
進
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
つ
ま
り
そ
れ
を
請
切
り
さ
え
ず
れ
ば
、
作
入
見
能
の
ば
あ
い
も
忌
避
三

升
五
合
を
自
己
の
取
り
分
と
し
、
引
き
続
き
耕
作
に
従
事
し
え
た
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
野
田
原
郷
鍬
入
沙
弥
仏
蓮
の
買
得
相
伝
の
領
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
お
け
る
直
接
耕
作
者
た
る
下
作
人
藤
七
、
真
教
房
信
祐
の
寄
進
状
に
み
え
る
官
省
符
荘
の
作
人
了
忍
、
当
荘
の
作
人
平
次
郎
な
ど
も
、
見
能

と
同
様
の
性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
蓮
な
ど
が
「
地
主
」
と
よ
ば
れ
え
た
こ
と
は
、
薫
じ
山
下
住
人
た
る
沙
弥
仏
教
の
寄
進
状
に
、
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孜
　
　
⑱

人
の
名
前
こ
そ
な
い
が
、
　
「
地
主
沙
弥
仏
教
部
（
花
押
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
　
「
地
主
」
が
山
上
僧
で
あ
れ
、
山
下
住
人
で
あ
れ
、
そ
の
も
と
に
未
進
辮
怠
の
な
い
限
り
改
易
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
作
人
が

成
長
し
、
し
だ
い
に
耕
作
権
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
農
大
層
の
あ
ら
た
な
動
向
と
は
ま
さ
に
こ

の
点
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
在
家
住
入
ら
の
動
向
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
そ
の
系
譜
を
引
く
山
下
住
人
の
も
と
に
、
主

要
な
値
接
耕
作
農
民
と
し
て
の
小
百
姓
暦
が
台
頭
し
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
、
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
　
「
地
主
」
と
請
作
関
係
に
結
ば
れ
る
作
人
は
、
必
ず
し
も
小
百
姓
層
を
中
心
と
す
る
農

民
だ
け
に
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
山
上
僧
が
「
地
主
」
で
あ
る
ば
あ
い
、
最
初
に
指
摘
し
た
第
二
の
よ
う
な
、
山
下
住
人
の
作
職
留

保
の
加
地
子
得
分
権
の
売
買
に
み
る
よ
う
な
地
主
－
作
関
係
の
み
な
ら
ず
、
相
対
的
に
「
地
主
」
が
優
位
な
関
係
の
下
に
お
い
て
、
山
下
住
人

が
作
人
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
高
野
山
領
で
は
山
上
僧
が
早
く
か
ら
「
地
主
」
と
し
て
進
出
し
て
い
た

た
め
、
実
際
の
耕
作
に
お
い
て
は
、
や
は
り
早
期
に
山
下
住
人
ク
ラ
ス
と
の
間
の
請
作
関
係
の
成
立
を
み
た
と
思
わ
れ
る
。
事
実
す
で
に
長
寛

二
隻
≡
ハ
四
）
に
は
・
紀
塁
な
る
も
の
が
毘
葎
請
文
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
如
・
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し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
山
下
住
人
な
ど
も
か
か
る
請
作
関
係
の
も
と
で
作
人
た
り
う
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
に
な
る

と
ま
さ
に
山
下
住
人
の
協
と
に
弱
小
な
直
接
耕
作
農
民
が
作
倉
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
友
守
（
西
瓜
）
の
下
に
お
け
る
作
人
の
見

能
、
沙
弥
仏
蓮
の
下
に
お
け
る
下
作
人
藤
七
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
か
か
る
作
人
層
の
台
頭
を
、
こ
こ
で
は
小
百
姓
層
を
中
心
と
す
る
農
民
層

の
あ
ら
た
な
動
向
と
よ
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
、
再
度
確
認
し
て
お
き
た
く
お
も
う
。

　
も
と
よ
り
そ
れ
は
平
易
な
道
で
は
な
か
っ
た
が
、
同
様
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
家
父
長
綱
的
支
配
隷
属
下
に
あ
っ
た
下
人
・
所
従
な
ど
さ
え

も
が
、
し
だ
い
に
個
別
小
経
営
を
成
立
さ
せ
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
高
野
山
領
荘
園
制
下
に
お
い
て
も
、

麻
生
津
荘
で
嘉
暦
三
隻
＝
三
六
）
に
「
作
人
露
量
無
菌
鳥
と
あ
軌
南
部
荘
で
は
等
値
年
三
＝
茜
）
に
「
壱
斗
六
轟
煉
朧
碑

難
亀
と
み
え
・
．
ま
た
当
荘
で
も
時
代
は
や
や
下
・
が
・
漿
＋
三
年
に
（
｝
四
・
六
）
艦
齢
下
人
」
「
鮮
菜
鰭
ノ
下
人
」
な
ど
と
さ
れ
て

　
⑫
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
下
人
が
と
も
か
く
も
作
人
と
し
て
、
田
畠
に
対
す
る
耕
作
主
体
と
し
て
明
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
決
し
て
軽
視

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
際
に
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
家
父
長
制
的
支
配
・
隷
属
関
係
に
結
ば

れ
た
下
人
・
所
従
の
ば
あ
い
、
特
定
個
人
に
人
身
的
に
隷
属
す
る
こ
と
に
よ
り
、
容
易
に
自
立
し
た
存
在
た
り
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

え
ば
「
荒
川
墨
字
長
田
弐
段
、
井
下
人
一
人
字
童
子
全
学
去
道
円
房
畢
」
と
い
う
運
筆
が
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
下
人
は
田
地
と
と
も
に
譲
渡

の
対
象
と
な
り
、
裏
書
で
「
於
下
人
童
子
女
者
、
不
及
寄
進
、
可
留
本
所
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
寄
進
の
対
象
で
も
あ
っ
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
。
ま
た
悪
党
法
心
が
沙
汰
人
心
置
の
非
法
を
訴
え
た
と
き
、
　
「
此
外
細
々
具
足
、
井
所
従
等
資
材
錐
多
型
、
不
邊
注
進
」
と
い
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

こ
こ
で
は
所
従
は
自
ら
の
住
居
は
持
ち
な
が
ら
も
、
法
要
の
資
材
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
下
人
・
所
従
の
ば
あ
い
、
資
材
と
し

て
数
え
ら
れ
、
売
買
・
寄
進
・
譲
渡
な
ど
の
対
象
と
さ
れ
る
と
い
う
特
定
個
人
に
人
格
的
に
隷
属
し
た
存
在
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
本
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

的
な
性
格
が
あ
っ
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
“

’
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
斗
か
か
る
下
人
・
所
従
の
個
別
小
経
営
の
形
成
を
絶
え
ず
鰯
約
し
て
き
た
こ
と
は
、
つ
ぎ
に
み
る
天
授
四
年
（
一
三
七
八
）
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⑰

の
竹
岡
有
詮
の
売
券
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
兵
　
部
）
　
　
　
（
私
　
領
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
（
相
　
伝
）

　
（
前
略
）
上
件
ノ
田
草
、
本
卦
西
林
ノ
ヒ
ャ
ウ
フ
カ
シ
リ
ャ
ウ
ナ
リ
ト
イ
エ
ト
モ
、
カ
ノ
ヒ
ャ
ウ
フ
入
塾
晦
ノ
ヒ
ャ
ゥ
コ
有
極
カ
サ
ウ
テ
ム
ノ
下
人
タ
ル
ニ
ヨ

　
（
依
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
所
　
存
）
　
　
（
違
）
　
　
　
　
　
（
領
　
　
内
）
　
　
（
追
　
失
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
私
　
領
）

　
ム
テ
、
カ
ノ
ヒ
ャ
ゥ
フ
シ
ヨ
ソ
ム
ニ
チ
カ
ゥ
ト
キ
、
リ
ョ
ゥ
ナ
イ
ヲ
ヲ
イ
ゥ
シ
ナ
イ
ヲ
ワ
ム
ヌ
、
シ
カ
ル
ト
キ
、
カ
レ
カ
田
畠
シ
リ
ヤ
ゥ
コ
ト
く
ク
ト
リ

　
ア
ケ
ヲ
ワ
ム
ヌ
、
（
以
下
略
）

　
こ
こ
で
は
ま
ず
、
竹
岡
有
謹
相
伝
の
下
人
で
あ
る
兵
部
が
、
田
畠
私
領
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
と
も
か
く
も
小
経
営
を
形
成
・
維
持
し

て
き
た
こ
と
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
よ
り
注
意
す
べ
き
は
、
た
ん
に
「
所
存
に
憶
う
」
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
有

詮
の
た
め
領
内
追
却
、
田
畠
私
領
没
収
を
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
下
人
・
所
従
な
ど
の
ば
あ
い
は
、
農
奴
主
の
恣
意
に
ま

か
せ
て
断
罪
さ
れ
う
る
人
格
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
　
「
百
姓
」
の
ば
あ
い
に
く
ら
べ
て
、
そ
の
小
経
営
自
立
の
相
対
的
な
困
難
性
を
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
同
様
の
こ
と
は
、
小
百
姓
ら
の
小
経
営
の
自
立
・
安
定
化
、
耕
作
権
の
確
立
に
つ
い
て
も
、
も
と
よ
り
無
視
し
え
な
い
。
農
奴
的

農
民
の
よ
う
に
直
接
的
な
人
格
的
支
配
・
隷
属
関
係
を
伴
わ
な
い
と
は
い
え
、
彼
ら
も
決
し
て
隷
属
の
契
機
を
免
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
隣
荘
靹
淵
荘
に
お
け
る
下
司
・
公
文
ら
の
非
例
・
非
法
に
よ
れ
ば
、
十
五
世
紀
に
入
っ
て
も
な
お
、
　
「
百
姓
」
さ
え
も
が

下
部
に
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
下
部
に
し
た
も
の
の
父
や
祖
父
が
か
っ
て
持
っ
て
い
て
、
す
で
に
他
人
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
渡
っ
て
い
る
下
地
さ
え
も
取
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
下
潤
・
公
文
ら
は
「
百
姓
等
」
の
抵
抗
に
よ
り
、
結
局
は

そ
れ
を
貫
徹
し
え
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
十
三
世
紀
の
中
末
期
以
降
、
在
地
の
農
民
層
の
基
本
的
な
動
向
と
し
て
は
、
た
え
ず
隷
属
の
契
機
を
内
包
し
な
が
ら
も
、
や
は
り

小
百
姓
暦
の
台
頭
を
基
底
に
お
い
た
小
経
営
自
立
化
の
過
程
と
し
て
お
さ
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
高
野
山
の
支
配
が
当
荘
で

と
も
か
く
も
確
立
し
た
「
供
料
相
折
帳
」
の
段
階
に
は
、
す
で
に
か
か
る
小
百
姓
層
を
中
心
と
す
る
作
人
層
の
台
頭
が
着
実
に
展
開
し
は
じ
め

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
荘
園
領
主
高
野
山
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
在
地
に
お
い
て
も
い
か
な
る
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
か
、
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紀伊国荒州荘の領主と農民（本多）

以
下
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

①
『
平
安
遺
文
』
補
五
三
号
、
一
一
三
四
三
号
、

　
伊
続
風
土
記
』
第
一
輯
、
七
九
四
ペ
ー
ジ
。

三
一
三
八
三
号
、
お
よ
び
『
紀

②
内
田
実
「
紀
伊
国
荒
州
庄
の
伝
領
関
係
」
（
前
掲
）

③
一
⊥
ニ
ニ
六
号

④
八
i
一
九
一
九
号

⑤
三
一
八
一
九
号

⑥
七
一
一
五
三
三
号

⑦
「
高
野
寺
領
荘
園
支
配
の
確
立
過
程
（
下
ご
（
前
掲
）
、
四
三
ペ
ー
ジ

⑧
七
－
一
五
五
九
号

⑨
福
田
・
内
照
・
熱
田
氏
ら
の
前
掲
荒
川
賎
論
文
。

⑩
ゴ
丁
五
一
四
号

⑪
註
④
に
同
じ

⑫
　
一
一
三
五
九
号

⑬
　
七
一
一
五
三
四
号

⑭
刊
、
ニ
ー
；
【
三
号

⑮
『
日
本
農
業
技
術
史
』
第
四
章

⑯
　
　
「
中
世
商
業
の
発
達
と
在
地
構
造
一
高
野
山
領
紀
伊
国
諸
荘
園
を
中
心
と
し
て

　
一
（
『
史
学
雑
誌
隔
六
一
編
三
号
、
の
ち
『
中
世
商
品
流
通
史
の
研
究
』
所
収
）

⑰
拙
稿
「
中
世
後
期
の
高
野
由
領
荘
園
支
配
と
農
民
」
（
前
掲
）
、
十
ペ
ー
ジ
。

⑱
　
第
二
を
除
外
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
沙
弥
妙
念
が
加
地
子
得
分
権
を
売
却
し
、

　
自
ら
は
定
作
人
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
ば
あ
い
（
五
－
一
〇
七
三
号
）
、

　
あ
る
い
は
内
容
は
不
明
な
が
ら
、
　
「
作
人
信
願
房
麻
生
津
下
司
」
　
（
八
一
一
九
三

　
〇
号
、
十
四
・
十
八
藺
）
、
　
「
作
人
毒
素
郷
殿
」
　
（
同
、
一
　
三
七
藺
）
、
　
「
作
人
左

　
衛
門
五
郎
殿
」
　
（
岡
、
　
＝
　
六
九
紳
胴
）
、
　
「
オ
サ
ワ
ト
ノ
作
、
修
禅
院
代
官
」
（
三
－

　
五
三
一
号
）
な
ど
、
下
司
や
殿
原
層
が
作
人
に
な
っ
て
い
る
ば
あ
い
は
、
い
ず
れ

　
に
し
て
も
小
農
民
の
自
立
と
は
い
え
な
い
と
お
も
う
か
ら
で
あ
る
。

⑲
　
三
－
七
二
七
号

⑳
り
　
一
1
【
二
穴
○
具
ワ

⑳
　
ニ
ー
一
八
号

㊧
　
四
－
四
　
四
号
、
三
一
七
二
六
号

㊧
　
三
一
五
八
八
号
、
ニ
ー
三
〇
号

⑳
　
ニ
ー
五
五
号

㊧
　
ニ
ー
｝
｝
八
号

㊧
三
－
五
四
七
号
。
な
お
こ
の
伝
領
関
係
は
、
三
一
七
三
八
・
六
六
二
・
七
一
九

　
・
六
三
二
・
五
九
一
・
七
三
三
号
で
あ
る
。

⑳
　
ニ
ー
三
五
号
。
な
お
豪
荘
字
聖
田
水
田
一
反
の
伝
領
関
係
は
、
和
多
昭
夫
「
高

　
野
山
正
智
院
文
書
拾
遺
」
（
『
史
学
雑
誌
』
七
〇
編
七
号
所
収
）
十
二
・
十
三
号
、

　
五
－
一
〇
八
九
号
、
三
一
八
一
五
号
で
あ
る
。

　
　
五
一
九
一
＝
号

　
　
ニ
ー
五
四
号

⑳
　
二
一
三
九
号

⑳
　
七
－
一
六
八
六
号

⑫
　
三
－
五
三
一
号
。
こ
の
荒
川
荘
の
ば
あ
い
、
い
ず
れ
も
修
禅
院
・
大
光
明
院
の

　
下
人
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
修
禅
院
・
大
光
明
院
は
と
も
に
山
上
の

　
集
会
衆
寺
で
あ
る
。
か
か
る
山
上
寺
院
が
、
｝
方
で
は
後
の
「
分
田
支
配
」
に
お

　
い
て
「
中
　
七
十
歩
　
上
田
船
井
坪
　
地
主
大
光
明
院
　
乍
道
法
」
　
（
五
一
九
九

　
穴
号
）
と
い
う
よ
う
に
、
地
主
…
作
の
関
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

　
え
、
編
入
と
い
う
ば
あ
い
は
そ
の
よ
う
な
作
人
で
は
な
く
、
よ
り
隷
属
関
係
の
強

　
い
大
光
明
院
専
属
の
作
人
、
つ
ま
り
は
い
わ
ゆ
る
里
坊
住
人
と
考
え
て
よ
い
か
も

　
し
れ
な
い
。
こ
の
点
、
熱
田
氏
の
「
高
野
寺
領
荘
園
支
配
の
確
立
過
程
（
上
）
」
十
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五
ペ
ー
ジ
参
照
。

⑯
　
三
i
七
三
九
号

⑭
　
七
一
」
五
六
六
号
、
五
一
九
八
八
号

⑳
　

七
－
一
五
山
ハ
五
閏
写

⑳
　
黒
田
俊
雄
「
中
世
、
の
身
分
鋼
と
卑
賎
観
念
－
研
究
視
角
の
た
め
の
概
…
観
的
考
察

　
一
」
　
（
『
部
落
問
題
研
究
』
第
＝

⑰
　
三
－
五
八
六
号

⑳
　
　
四
［
…
六
七
切
等

灘
二
輯
）
、

ゴ
エ
ハ
ペ
ー
ジ
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二
　
御
影
堂
陀
羅
尼
田
寄
進
の
意
味

　
当
職
の
十
三
世
紀
半
以
降
の
時
期
に
お
け
る
特
徴
的
な
歴
史
現
象
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
御
影
堂
陀
羅
尼
田
に
寄
進
が
集
中
し
た
こ
と
が
あ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
れ
る
。
史
料
的
に
は
表
1
に
み
る
よ
う
に
、
文
永
二
年
（
＝
一
六
五
）
が
初
見
で
あ
り
、
　
「
諸
供
領
膓
次
番
付
書
」
に
よ
れ
ば
、
三
八
三
藤
に

ま
で
配
分
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
寄
進
年
代
順
に
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
お
よ
そ
十
四
世
紀
の
中
頃
ま
で
続
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
竜
当
荘
に
お
い
て
は
、
こ
の
期
間
の
前
後
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
若
干
の
時
期
的
な
ず
れ
は
あ
る
が
、

紀
ノ
川
流
域
を
中
心
と
し
た
高
野
山
の
直
接
支
配
の
お
よ
ん
だ
諸
悪
に
、
共
通
し
て
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
－

　
い
っ
た
い
高
野
揖
は
陀
羅
尼
田
寄
進
を
通
じ
て
何
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
髪
だ
主
と
し
て
こ
の
時
期
に
の
み
寄

進
が
集
中
し
た
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
御
影
堂
は
弘
法
大
師
の
御
影
を
安
置
し
た
、
い
わ
ば
高
野
山
の
信
仰
の
中
心
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

そ
の
信
仰
を
背
景
に
、
支
配
の
側
面
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
　
「
此
置
文
巴
下
切
符
等
認
二
通
、
一
通
露
天
御
影
堂
、
一
通
者
斜
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

預
箱
、
毎
年
勘
録
二
時
可
有
意
露
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
伺
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
ん
な
る
一
般
的
な
信
仰
の
問

題
と
し
て
は
、
鎌
倉
中
末
～
南
北
朝
期
と
い
う
時
期
に
集
中
し
て
く
る
意
味
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
陀
羅
尼
田
寄
進
の
問
題
に
関
し
て
は
、
す
で
に
鈴
木
国
弘
氏
が
高
野
山
を
「
宗
敦
領
主
」
と
し
て
と
ら
え
る
観
点
か
ら
論

　
　
　
　
③

及
し
て
い
る
。
な
か
な
か
興
味
深
い
指
摘
も
あ
る
が
、
し
か
し
高
野
山
の
支
配
体
綱
を
基
本
的
に
ど
う
と
ら
え
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
変
遷
過

程
で
陀
羅
尼
田
風
霜
の
問
題
を
ど
う
位
置
づ
け
う
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
残
念
な
が
ら
い
く
つ
か
の
点
で
問
題
を
感
じ
ざ
る
を
え
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耳
垂
　
荒
川
荘
御
影
堂
陀
羅
尼
函
寄
進
状
況

年
月
日
1
文
甜
号
1所
在
地
1
寄
進
内
割
寄
進
者
1脇
列

看
考

文
永
2（
1265）
，
2．
12

文
永
7（
1270）
．
3．
21

弘
安
2（
1
279）
．
3。
5

　
　
ク
　
　
　
．
10．
7

弘
安
4（
1281）
．
5．
15

弘
安
8（
1285）
．
12．
8

亙
E
応
3
（
12
9
0）
．
　
3
．
2
5

永
仁
4（
1296）
．
8．
18

正
安
3（
1301）
．
5．
24

正
安
4（
130
2
）
．
　
7
．

徳
治
3（
1308）
．
7．
19

応
長
元
（
1
31
1
）
。
5
．
2
1

文
保
2（
1318）
．
2．
16

元
二
元
（
1319）
．
9．
9

元
享
元
（
1321）
．
9．
3

正
中
3（
1326）
．
1．
23

干
IJ．
2－
134

2
一
　
6
7

6
－
1
3
09

2一
　
263

（
4一
　
24）

2一
　
183

2一
　
112

（
4一
　
24）

　
132，
2－　
　
4
6

2一
　
262

2一
　
18

2一
　
173

2
一
　
17

2一
　
120

2一
　
117

2一
　
82

2一
　
187

2一
　
146

2一
　
30

　
定
堂
垣
内

∫
　
　
　
き
な

　
ク
エ
ノ
議

事
1

近
遠
村
字
弘
津
野

柳
　
　
　
本

　
大
芝
原

｛
崩
前

上
野
村
仏
土
寺
前

　
前
　
　
田
｛蹴

上
田
村
字
長
田

　
ロ
し
ヒ
　
　
　
　
　
　
み
り

｛
中
出

（
香
　
　
村
）

上
田
村
字
谷
田

辺
庄
内
菖
蒲
谷

燈
∫
田
新
田
字
ク
エ
ノ
詣
有

字
市
　
本

野
田
原
下
村
山
田
内

字
紀
太
墓

香
：
1寸
字
±
平
勇
二

字
藤
木
本

　　　科

　　　灘”

　　　瀾

反反反反反

1　1　1　1　1 水
田
1反

田
地
1反

〃
（
1反
半
）

〃
（
1反
）
、

ク
　
1反

（
1反
）

18
0
歩

16
0
歩

20
歩

田
地
2反

〃
（
1反
）

〃
（
1反
小
）

1反
定
田
9斗
，
喪
7斗

水
田
120歩

〃
　
10歩

田
地
1反
10歩

水
田
240歩

〃
1反
田
地
1反

水
田
1反

〃
180歩

算
頼
師〃

法
大

〃　〃　ク

邊心円

　良
　籠
隆山嶽

　念　　梨

　　　　闊行

〃能　　曲目

　弥　　所校

　沙　　預検尼
　
妙
　
阿

澄

一
1

国

大
法
師
宗
助

　
〃
　
定
劔

一
　
　
蓮

故
尊
躰
房
（
金
徳
メ
L）

入
鑑
定
劔

京
　
　
　
印

成
　
　
　
祐

領
家
・
預
所

宗
　
　
　
信

目
（
3）

（
5）

121310

118

　
123

　
132

　
（
59）

　
（
66）

（
　
gg

｛
　
147
　
148

　
166
｛
　
167

／
　
27

i覆工：粥1

俘
人
溜
得
平
野
佐
人
，
当
作
人
一
音
上
一
ef
住
人

〃
口
口
高
田
住
入
，
　
〃
　
道
実
岡

ク
目
下
高
野
畑
住
人

〃
印
勝
房
，
当
作
人
実
千
後
家

当
作
人
若
大
田
上
野
住
人

　
”
　
正
僧
上
田
住
人
，
弥
九
郎
没
官
田

各
10歩
つ
つ
配
分
，
弥
四
郎
没
嘗
田

西
1反
作
人
弥
源
次
上
田
村
住
人
，
当
作
人
行
林

東
1反
〃
弥
平
太
上
野
村
住
人
，
　
”
　
ク

こ
れ
は
陀
罹
亀
田
で
は
な
く
，
御
影
堂
中
壇
に
嵜

進
さ
れ
，
嘉
元
4年
（
1306）
に
加
え
ら
れ
た
も
の

作
人
片
山
三
郎

〃
惣
忍
（
一
）
，
鵡
次
，
新
加

〃
一
蓮
F　
　
　
〃
，
　
〃

〃
弥
紀
太

〃
賢
勝
上
村
往
人

中
家
作

下
司
・
公
文
ら
の
署
名
あ
b

官
物
米
2斗
8升
，
片
子
米
井
麦
あ
り

（お門）一N



畢
螺
。
。
（
お
ト
o
Q
。
）
●
墨
。
。

bo

黶
@
ω
q

語
聾
　
田

、
H
薗

ン
瞭
同
日

卜。

鼇
p

需
〉
煮
薄
嶺

醸
鼻
凶
（
H
ω
ω
ら
．
一
b
。
噂

Q。

P
罐
刈
要
望
適
温
識
田

、
目
瀬

尊
堺
斥
　
嵩

昏。

p◎

n
霊
験
》
騨
歯

醸
跨
b
。
（
お
。
。
㎝
）
．
一
〇
』
H

N
I
　
㊤
O旨
読
藤
三
田

蟹
誉
①
O
鯵

ヨ
騒
擢
自
他

N
り
O

箒
》
嶺
餐
嶺

、
　
　
　
」
卜
3
・
日

bo
h
　
㊤
㎝

秘
暑
田
瞬

、
μ
知
8
鰭

ン
鰍
脚
　
藩

爬
Φ
卜
。

竹
輪
〉
藩
E
職
田

〔
群
〕
鵡
礒
署
醐
4
（
　
び
§
静
灘
蔀
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醤
（
お
O
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）
ゆ
　
瀬
胃
叫
4
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粛
圃
貧
》
神
労
つ

）
曝
な
¢
汁

抽
三
豊
踏
紛
□
囲
　
、
　
醸
誹
※
当
腹
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世
田
増
田
癩
芝
地
漁
剖
出
冴

H
河
町
田
鳶
γ
澱
曽
［
・
ド
　
淺
呉
田
H
①
O
蛉

囎
田
剖
謡
》
霞
騰
凄
臨
剖
幹
認
融

H
O
O
揖
刈
お
心
ド
誠

寄
〉
越
知
塑
二
欝
〉
層
蛋
需
〉
鋳
團
霧
、
ウ
識
蝋
警
一
三
≧
　
　
、
　
欝
タ
コ
脹
奢
〉
薄
濟
白
毛
欝
〉

ひ
㊦
り
酢
C
〈
鐸
脹
書
欝
繭
薗

螢
　
　
　
醸

一
。
。
O
語

H
刈
b
o

脹
脊
〉
聲

囲
胃
跳
講
砥
き
浮
び
㊦
4
㌶
井

旨
環
識
鵠
鳳
ハ
φ

田
諄
ド
陶
ω
O
O
輸

翻
露
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な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
ま
ず
鈴
木
氏
の
所
論
を
右
の
観
点
と
の
関
連
の
み
に
し
ぼ
っ
て
簡
単
に
紹
介
し
、
そ
れ
に
対
す
る
問
題
点
を
指

摘
す
る
中
で
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
課
題
に
せ
ま
っ
て
い
き
た
い
と
お
も
う
。

　
鈴
木
氏
は
ま
ず
寄
進
状
の
残
存
状
況
か
ら
、
①
ほ
ぼ
全
期
に
わ
た
っ
て
寄
進
状
の
あ
る
官
省
符
荘
、
②
鎌
倉
中
期
～
南
北
朝
初
期
に
集
中
す

る
荒
川
・
神
野
・
真
国
荘
、
③
鎌
倉
末
～
南
北
朝
末
期
に
及
ぶ
志
富
田
・
名
手
・
近
木
荘
と
い
う
三
つ
の
類
型
に
わ
け
、
と
り
わ
け
い
ず
れ
も

河
南
に
位
置
し
た
②
型
荘
園
に
注
目
し
た
。
す
な
わ
ち
、
②
型
に
お
け
る
荘
園
が
河
南
に
あ
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
「
御
手
印
縁
起
」
の
四
週

内
に
入
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
各
院
坊
の
支
配
下
に
あ
っ
た
②
型
荘
園
が
、
「
高
野
の
旧
領
」
の
論
理
に
よ
っ
て
「
御
影
堂
」
の

支
配
（
領
知
）
下
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
陀
羅
尼
料
田
の
寄
進
と
は
、
各
荘
園
が
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
、
全
一
的
に
「
御

影
堂
」
に
よ
る
支
配
の
一
環
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
の
徴
愚
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
御
影
堂
所
領
は
、
氏
に
よ
る
と
各
荘
園
の
枠
を
こ
え

た
高
野
山
領
そ
の
も
の
の
連
携
性
を
も
つ
点
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
分
田
」
支
配
と
極
め
て
親
し
い
原
理
上
の
共
通
点
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
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か
か
る
御
影
堂
所
領
の
集
積
（
陀
羅
尼
料
田
寄
進
）
の
過
程
が
各
院
坊
に
よ
る
具
体
的
な
荘
園
支
配
に
い
か
な
る
規
定
性
を
与
え
た
か
と
い
う
と
、

隅
田
荘
の
分
田
支
配
を
援
用
し
つ
つ
、
各
院
坊
の
志
向
す
る
木
名
（
旧
名
）
体
制
を
基
礎
と
す
る
在
地
支
配
と
は
全
く
逆
に
、
脇
名
の
支
配
・
掌

握
の
方
向
を
独
自
に
志
向
し
、
本
名
（
旧
名
）
体
制
の
解
体
を
促
進
す
る
役
割
を
果
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
鈴
木
氏
の
論
旨
は
も
と
よ
り
こ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
が
、
以
上
の
要
約
し
た
部
分
の
う
ち
に
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
基
本
的
な
疑

問
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
鈴
木
氏
に
よ
れ
ば
、
御
影
堂
の
支
配
（
陀
羅
尼
料
田
寄
進
）
は
高
野
諸
衆
の
経
済
を
確
保
す
べ
く
、
脇
名
の
支
配
阻
掌
握
に
む
か
っ

た
も
の
だ
と
す
る
点
で
あ
る
。
総
名
の
支
配
と
な
る
と
そ
れ
は
年
貢
得
分
の
支
配
に
な
る
が
、
し
か
し
御
影
堂
へ
の
寄
進
は
そ
う
で
は
な
く
、

明
ら
か
に
加
地
子
得
分
の
集
積
で
あ
っ
た
。

　
た
と
え
ば
、
前
章
で
み
た
「
片
子
日
記
辱
の
「
重
藤
木
本
百
八
十
歩
」
の
ば
あ
い
、
年
貢
納
入
の
貴
任
を
も
負
っ
た
い
わ
ば
「
地
主
職
」
と

も
い
う
べ
き
も
の
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
二
〇
八
繭
に
配
分
さ
れ
た
際
、
官
物
米
二
斗
八
升
と
合
わ
せ
納
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ

れ
以
前
か
ら
の
伝
領
の
性
格
か
ら
し
て
も
、
実
質
的
な
寄
進
内
容
は
片
子
米
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
阿
闇
梨
有
算
の
寄
進
状
で
は

　
　
　
　
　
　
④

よ
り
明
確
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
当
作
人
士
五
郎
が
請
文
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
毎
年
片
子
六
斗
を
解
怠
な
く
納
め
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
孫
五
郎
が
請
負
い
、
有
算
が
寄
進
し
た
も
の
は
、
ま
さ
し
く
片
子
睦
加
地
子
得
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
鈴
木
氏
は
②
型
荘
園
は
寄
進
に
と
も
な
い
、
各
院
坊
の
荘
園
且
つ
御
影
堂
領
と
な
っ
た
と
い
う
が
、
右
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
も

そ
も
御
影
堂
領
（
公
田
1
1
公
事
地
支
配
の
体
制
と
し
て
の
領
）
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
か
り
に
所
領
と
し
て
そ
の
面
積
を
数
え
て
み
て
も
、
荒

川
荘
の
ば
あ
い
、
建
長
の
相
折
帳
に
み
ら
れ
る
総
面
積
　
0
一
町
七
反
余
に
対
し
、
表
1
に
よ
る
と
わ
ず
か
に
三
町
ほ
ど
が
散
在
し
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
寄
進
を
媒
介
に
し
て
、
各
荘
園
が
全
一
的
に
「
御
影
堂
」
に
よ
る
支
配
の
一
環
に
く
み
入
れ
ら
れ
た
と
は
い
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
陀
羅
尼
今
田
支
配
は
、
高
野
山
の
支
配
体
制
か
ら
す
れ
ば
加
地
子
得
分
の
集
積
に
す
ぎ
ず
、
あ
く
ま
で
副
次
的
な
も
の
．

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
三
に
、
い
わ
ゆ
る
「
分
田
支
配
」
を
脇
名
と
の
関
連
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
の
は
そ
れ
な
り
に
妥
当
で
あ
る
が
、
以
上
の
指
摘
か
ら
し
て
、

こ
れ
を
御
影
堂
の
支
配
と
直
接
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
鈴
木
氏
の
い
う
「
本
名
（
旧
名
）
体
制
」
と
私
見
に
よ
る
「
分
田
支
配
」

と
は
何
ら
対
立
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
い
ず
れ
も
年
貢
得
分
の
収
奪
体
制
、
つ
ま
り
は
公
田
罰
公
事
地
支
配
の
あ
り
方
に
か
か
わ
る
問

題
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
陀
羅
尼
田
寄
進
の
問
題
を
め
ぐ
る
混
乱
は
、
結
局
は
高
野
山
の
基
本
的
な
支
配
体
制
と
「
分
田
支
配
」
と
の
理
解
に
か
か
わ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
の
ち
に
あ
ら
た
め
て
取
り
あ
げ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
み
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
高
野
山
の
支
配
の
根
幹
は
、
い
ま
も
述
べ
た
よ
う
に
、
公
田
川
公
事
地
に
お
け
る
年
貢
得
分
の
把
握
に
あ
る
。
当
荘
に
お
い
て
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
い
わ
ゆ
る
長
寛
の
在
家
田
鼠
支
配
を
出
発
と
し
て
い
る
。
こ
の
当
時
の
支
配
体
欄
を
あ
ら
わ
す
概
念
と
し
て
、
　
「
本
名
（
旧
名
）

体
制
」
と
す
る
の
は
、
そ
れ
が
意
図
し
て
い
る
内
容
自
体
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
誤
り
で
は
な
い
が
、
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

高
野
山
の
直
接
支
配
の
及
ん
だ
諸
荘
で
は
名
体
制
が
と
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
土
地
の
支
配
と
い
う
点
で
は
い
さ
さ
か
熟
さ
な
い
言
い
方

で
は
あ
る
が
、
一
応
「
在
家
（
下
家
）
支
配
」
と
し
て
と
ら
え
た
い
と
お
も
う
。
そ
れ
が
た
と
え
在
家
役
と
い
う
側
面
で
の
み
把
握
さ
れ
た
も
の

だ
と
し
て
も
、
高
野
山
の
独
自
の
支
配
が
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
長
寛
で
は
、
当
荘
の
農
民
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、
在
家
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
直
接
支
配
諸
富
で
は
ほ
ぼ
在
家
（
免
家
）
が
認
め
ら
れ
、
し
か
も
鎌
倉
期
ま
で
は
一
般
的
増
加
の
傾
向
を
示
す
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
、
高
野
山
が
直
接
に
在
家
（
免
家
）
を
支
配
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
　
「
在
家
（
免
家
）
支
配
」
と
し
て
、
一
応
は
一
般
化
す
る
こ
と
も

許
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
一
方
「
分
田
支
配
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
わ
た
し
は
こ
れ
を
岡
じ
公
田
膿
公
事
地
支
配
の
体
制
で
あ
る
が
、
諸
荘
で
大
検
注
が
行
な
わ
れ
、

そ
れ
が
も
っ
と
も
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
る
、
主
と
し
て
応
永
期
以
降
の
再
編
成
さ
れ
た
支
配
体
制
と
し
て
と
ら
え
た
い
と
お
も
う
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
高
野
山
に
よ
る
陀
羅
尼
田
寄
進
と
い
う
形
で
の
加
地
子
得
分
の
集
積
は
、
要
す
る
に
、
　
「
在
家
（
免
家
）
支
配
」
の
下
に

お
け
る
年
貢
得
分
把
握
が
前
章
に
み
た
小
百
姓
層
の
台
頭
に
伴
な
っ
て
動
揺
を
き
た
し
な
が
ら
、
な
お
か
つ
、
　
「
分
田
支
配
」
の
成
立
を
み
な
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い
過
渡
期
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
か
か
る
陀
羅
尼
田
へ
の
寄
進
が
集
中
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
然
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
解
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
在
地
の
変
動
に
と
も
な
い
、
地
主
層
（
高
野
由
の
ば
あ
い
は
と
く
に
山
上
僧
が
多
数
を
占
め
る
）
が
こ
れ
衷
で
通
り
片
子
（
加
地
子
得
分
）

収
取
を
行
な
い
え
な
い
状
況
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
御
影
堂
陀
羅
尼
田
へ
寄
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
集
団
的
に
保
障
し
よ
う
と
し
た
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
表
1
に
み
る
よ
う
に
、
寄
進
者
の
大
半
が
山
上
僧
で
あ
り
、
彼
ら
は
ま
た
藤
次
に
よ
る
陀
羅
尼
田
の
被
配
分

者
で
も
あ
る
以
上
、
確
か
に
そ
の
よ
う
な
側
面
を
無
視
し
え
な
い
。
た
だ
寄
進
者
が
山
下
住
人
の
ば
あ
い
は
そ
の
よ
う
な
配
分
を
受
け
な
い
た

め
、
一
方
的
な
寄
進
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
御
影
堂
へ
の
寄
進
に
よ
っ
て
父
祖
の
菩
提
を
訪
う
な
ど
、
一
般
的
な
寄
進
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。

　
そ
し
て
こ
の
点
に
関
連
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
後
の
「
分
田
支
配
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
年
貢
得
分
に
か
か
わ

る
「
分
田
支
配
」
を
、
加
地
子
得
分
の
集
積
で
あ
る
陀
羅
尼
田
寄
進
と
薩
接
に
結
び
つ
け
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
い
い
た
い
の

は
、
　
「
分
田
支
配
」
　
（
も
し
く
は
大
検
注
）
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
た
「
地
空
」
と
の
関
係
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
す
な
わ
ち
、
当
荘
に
お
け
る
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
の
「
大
検
注
帳
」
・
「
公
事
銭
分
田
支
配
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
「
地
主
」
の
う
ち
、
「
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ラ
ニ
田
」
が
「
地
主
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
を
合
計
す
る
と
、
三
二
筆
、
三
町
一
七
〇
歩
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
表
1
で
陀
羅
尼
田

寄
進
分
と
し
て
確
実
な
二
町
九
反
四
〇
歩
プ
ラ
ス
認
（
二
筆
分
、
一
～
二
反
ほ
ど
）
と
ほ
ぼ
等
し
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
表
1
に
み
る
陀
羅
尼
寄
寄

進
撃
と
地
主
「
タ
ラ
ニ
田
」
の
各
筆
を
比
較
し
て
み
る
と
、
面
積
・
所
在
地
に
お
い
て
全
く
等
し
い
も
の
が
、
野
次
で
い
っ
て
3
・
5
・
2
7
・

　
　
　
　
り

18

D
2
1
の
五
筆
が
確
認
し
う
る
。
も
し
一
世
紀
ほ
ど
の
期
間
の
差
か
ら
、
面
積
の
若
干
の
変
動
、
あ
る
い
は
地
膚
名
の
呼
称
の
変
化
な
ど
を
考

慮
す
る
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
十
筆
ほ
ど
を
加
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
志
富
田
荘
で
も
検
証
し
う
る
の
で
あ
る
。
表
∬
に
よ
れ
ば
、
志
富
田
荘
の
陀
羅
尼
田
寄
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

分
は
七
反
二
〇
歩
、
長
享
三
年
（
一
四
九
八
）
の
「
坪
舎
検
田
帳
」
に
み
え
る
「
地
主
」
と
し
て
の
「
タ
ラ
戸
田
」
分
は
、
十
三
筆
、
八
反
二
八
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○
歩
で
あ
っ
た
。
　
「
諸
々
玉
繭
次
番
付
書
」
は
四
百
十
繭
ま
で
で
切
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
も
寄
進
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
大
差
は
な

い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
も
し
陀
羅
尼
田
へ
寄
進
さ
れ
た
加
地
子
得
分
が
、
の
ち
の
「
分
田
支
配
」
に
お
け
る
地
主
「
タ
ラ
ニ
田
」
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
も

の
と
仮
定
し
て
大
過
な
い
と
す
れ
ば
、
　
「
分
田
支
配
」
と
は
そ
の
一
つ
の
側
面
と
し
て
、
加
地
子
得
分
を
も
保
障
す
る
体
制
と
し
て
、
成
立
し

た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
限
り
で
、
陀
羅
尼
田
寄
進
に
「
分
田
支
配
」
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
は
、
決
し
て
不
当
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
十
三
世
紀
中
期
以
降
に
と
く
に
顕
著
に
な
る
陀
羅
尼
田
へ
の
寄
進
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
ず
、
寄
進
を
な
し
う
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
農
民
の
側
に
年
貢
の
他
に
加
地
子
得
分
を

も
担
い
う
る
だ
け
の
剰
余
が
生
じ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
上
で
、
寄
進
主
体
が
主
と
し
て
山
上
僧
で
あ
り
、
か
つ
彼
ら
が
陀
羅
尼
料

田
の
被
魏
分
者
で
も
あ
る
こ
と
億
、
た
ん
な
る
寄
進
一
般
以
上
の
意
味
を
み
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
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す
な
わ
ち
、
在
地
構
造
の
変
動
が
、
高
野
山
あ
る
い
は
高
野
諸
衆
に
よ
る
年
貢
得
分
、
加
地
子
得
分
の
収
奪
を
共
に
困
難
な
も
の
と
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
盤
で
正
平
十
六
年
（
一
三
六
一
）
に
「
而
今
供
燈
料
有
名
無
実
之
間
、
法
談
之
席
難
相
続
、
依
無
尽
仕
、
御
堂
開
閉
難
儀

⑩也
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
い
ま
だ
公
田
n
公
事
地
の
あ
ら
た
な
支
配
体
制
を
生
み
覚
し
え
な
い
。
そ
れ
は
た
ん
に
高
野
山
側
の
み
の
問

題
と
し
て
で
は
な
く
、
在
地
に
お
け
る
小
百
姓
層
の
台
頭
を
み
な
が
ら
も
、
作
人
層
を
押
し
並
べ
て
年
貢
納
入
責
任
者
と
し
て
把
握
す
る
に
は
、

い
ま
だ
そ
の
成
長
が
不
十
分
な
こ
と
に
も
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
歴
史
的
な
段
階
に
お
い
て
、
高
野
山
が
御
影
堂
陀
羅
尼
田
へ
の
寄
進

と
い
う
形
を
と
っ
て
、
少
な
く
と
も
加
地
子
得
分
の
み
は
確
保
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

ゆ
え
、
陀
羅
尼
田
へ
の
寄
進
の
集
中
は
、
高
野
山
支
配
の
進
行
、
ま
し
て
や
「
御
影
堂
」
に
よ
る
諸
藩
の
金
一
的
な
支
配
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
く
、
　
「
在
家
（
免
家
）
支
配
」
か
ら
「
分
田
支
配
」
へ
の
過
渡
期
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
た
、
む
し
ろ
危
機
的
な
事
態
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た

と
さ
え
、
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
①
八
一
一
九
三
〇
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
「
大
検
注
帳
」
に
あ
ら
わ
れ
た
「
タ
ラ
ニ
国
」
の
分
は
、
す
べ
て
「
公
事
銭
分

　
②
五
一
八
五
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
支
配
幌
」
に
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
は
後
者
の
合
計
で
あ
る
。
た
だ
し
、
栄
仙

③
「
宗
教
領
主
（
高
野
山
）
変
質
史
の
一
側
面
1
い
わ
ゆ
る
『
陀
羅
尼
田
寄
進
状
隔

　
の
分
析
1
」
　
（
『
中
世
史
研
究
』
三
・
四
合
併
号
）

④
ニ
ー
五
五
号
。
二
一
二
八
・
八
｝
二
五
七
二
七
〇
号
、
あ
る
い
竺
一
丁
五

　
　
二
三
号
な
ど
、
片
子
と
明
記
す
る
も
の
も
多
い
。

⑤
藤
井
昭
「
紀
州
高
野
山
領
に
お
け
る
免
家
と
村
落
」
（
『
史
学
研
究
』
六
七
号
）

⑥
た
と
え
ば
、
福
田
豊
彦
「
『
在
家
』
の
変
質
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
、
四
〇
ペ
ー

　
ジ
⑦
勧
学
院
文
書
。
本
文
書
は
、
い
ず
れ
も
和
多
昭
夫
氏
の
格
別
の
ご
配
慮
に
よ
り
、

　
入
手
し
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
作
の
黒
川
木
谷
口
に
あ
る
「
下
田
百
二
十
歩
」
は
、
　
「
大
検
注
帳
」
で
は
一
筆
し

　
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
本
庄
公
文
」
と
「
衆
分
三
十
人
供
」
と
に
「
分
田

　
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
誤
っ
て
二
重
に
「
分
国
」
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

　
一
二
〇
歩
を
合
計
か
ら
除
い
た
。
な
お
彦
三
郎
（
殿
）
作
の
「
上
村
前
田
二
百
歩
」

　
も
同
様
の
疑
い
は
あ
る
が
、
　
「
大
検
注
帳
」
が
な
く
確
認
し
え
な
い
の
で
、
二
筆

　
と
も
含
め
て
考
え
た
。

⑨
御
影
堂
文
書
。
本
文
書
で
は
、
田
中
稔
氏
、
お
よ
び
と
く
に
熱
田
公
氏
の
お
世

　
話
に
な
っ
た
。

⑩
六
1
＝
二
三
八
号
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さ
て
、
こ
の
時
期
の
荒
川
荘
に
お
い
て
、
陀
羅
尼
田
寄
進
と
と
も
に
今
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
悪
党
の
問
題
で
あ
る
。
当
荘
住

人
源
弥
四
郎
為
時
（
法
心
）
ら
を
中
心
に
、
弘
安
年
間
頃
か
ら
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
史
料
的
に
は
結
末
こ
そ
詳
か
に
し
え
な
い
が
、
ほ
ぼ

十
年
近
く
に
わ
た
っ
て
そ
の
行
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
③

　
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
す
で
に
服
部
謙
太
郎
、
今
井
林
太
郎
、
佐
藤
和
彦
ら
の
諸
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
り
、
事
実
経
過
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一

応
尽
く
さ
れ
た
感
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
悪
党
一
般
の
評
価
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
と
り
わ
け
そ
れ
を
荒
川
荘
の
歴
史
の
中
で
ど
う
位
置

づ
け
る
か
と
い
う
点
に
な
る
と
、
い
さ
さ
か
見
解
を
異
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
を
い
ま
悪
党
の
評
価
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
服
部
、
佐

藤
両
茂
に
つ
い
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
服
部
氏
は
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
期
を
、
地
頭
領
主
翻
の
崩
壊
か
ら
守
護
領
国
制
の
成
立
の
時
点
で
あ
り
、
封
建
社
会
の
本
格
的

成
立
の
過
程
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
際
そ
の
推
進
力
と
な
っ
た
も
の
は
地
侍
な
ど
の
土
着
領
主
層
で
あ
り
、
氏
に
よ
れ
ば
悪
党
と
は
か
か
る
地

照
覧
の
特
殊
な
存
在
形
態
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
結
論
的
に
、
悪
党
は
荘
園
体
綱
へ
の
反
逆
者
で
あ
る
と
同
時
に
鎌
倉
幕
府
体
笥
下
に
お

け
る
異
端
者
で
あ
り
、
旧
秩
序
に
紺
す
る
積
極
的
な
反
抗
者
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
佐
藤
磯
の
ば
あ
い
は
、
在
地
領
主
の
悪
党
行
動
は
新
し
い
体
制
を
創
造
す
る
た
め
の
試
行
錯
誤
の
行
動
蓑
現
で
は
な
か
っ
た
か
と
し
、

「
悪
党
組
織
の
拡
大
と
深
化
は
地
頭
領
主
制
か
ら
、
　
『
国
人
領
主
制
』
へ
の
領
主
制
展
開
に
お
け
る
領
主
制
の
拡
大
と
深
化
と
に
照
応
す
る
も

④の
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
支
配
体
制
を
動
揺
さ
せ
変
革
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
至
聖
側
か
ら
悪
な
る
呼
称
で
表
現
さ
↑

れ
た
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
農
民
と
の
関
係
に
お
け
る
限
界
性
も
一
応
は
指
摘
さ
れ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
在
地
領
主
制
の
展

開
は
成
長
・
独
立
し
つ
つ
あ
る
農
民
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
そ
の
悪
党
行
動
の
中
に
は
、
　
「
彼
ら
を
も
含
め
て
直
接
生
産
者
ま
で
を
頑
強
に
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

配
せ
ん
と
し
て
い
た
支
配
体
制
を
崩
壊
さ
せ
て
ゆ
く
可
能
性
」
の
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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要
す
る
に
両
氏
の
ぼ
あ
い
、
悪
党
な
る
も
の
が
在
地
領
主
制
の
展
開
過
程
に
、
つ
ま
り
服
部
氏
で
は
地
頭
領
主
制
か
ら
守
護
領
国
綱
へ
の
、

佐
藤
氏
で
は
同
じ
く
国
人
領
主
欄
へ
の
展
開
過
程
に
、
積
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
悪
党
の
こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
対
し

て
は
、
い
さ
さ
か
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
実
は
か
か
る
悪
党
理
解
こ
そ
が
こ
れ
ま
で
の
い
わ
ば
主
流
的
な
見
解
で
あ
っ
た
。

　
い
わ
ゆ
る
「
悪
党
」
の
歴
史
的
評
価
に
関
し
で
は
、
こ
れ
を
荘
園
体
制
に
反
抗
し
、
地
域
的
な
封
建
制
を
下
か
ら
形
成
し
ょ
う
と
す
る
発
展

的
な
動
ぎ
ど
し
て
と
ら
え
る
か
、
あ
る
い
は
鎌
倉
末
期
社
会
の
構
造
的
矛
盾
が
生
み
出
す
社
会
的
頽
廃
現
象
と
し
て
と
ら
え
る
か
、
少
な
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
悪
党
の
本
質
を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
点
で
は
、
明
瞭
な
対
立
を
示
し
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
評
価
の
対
立
が
、
一
九
五
〇
年
前
後
の
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

本
新
八
郎
、
、
石
母
田
正
両
茂
の
所
説
に
基
礎
を
お
く
と
す
る
の
が
、
今
日
ほ
ぼ
共
通
し
た
理
解
に
な
っ
て
き
た
か
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
し

か
し
こ
の
問
題
ぱ
そ
う
単
純
に
は
わ
り
き
れ
ず
、
前
者
の
説
が
在
地
領
主
制
の
積
極
的
な
評
価
を
特
色
と
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
後
者

以
上
に
石
母
田
氏
の
所
論
と
の
か
か
わ
り
を
無
視
し
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
石
母
田
茂
の
悪
党
論
が
氏
自
身
の
悪
党
に
関
す
る

結
論
と
は
別
個
に
、
い
わ
ゆ
る
氏
の
「
領
主
翻
理
論
」
と
の
密
接
な
か
か
わ
り
の
も
と
に
、
容
易
に
前
者
の
説
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
論
理
を
当

初
か
ら
内
包
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
の
今
少
し
立
ち
入
っ
た
考
察
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
が
、
先
に
み
た
服
部
・
佐
藤
両
玩
の
荒
川
の
悪
党
の
位
置
づ
け
に

限
っ
て
い
え
ば
、
つ
ぎ
の
点
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
の
主
要
な
矛
盾
が
、
荘
園
領
主
・
幕
府
勢
力
と
在
地
領
主
層
と
の
間

に
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
ゆ
え
高
野
山
領
荘
園
制
下
の
農
民
層
の
成
長
も
、
こ
れ
ら
在
地
領
主
層
の
高
野
山
支
配
へ
の
闘
い
に
ま
っ
と
こ

ろ
大
き
か
っ
た
の
か
ど
う
か
、
総
じ
て
荒
川
荘
の
農
民
に
と
っ
て
悪
党
と
は
何
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
最
初
に

述
べ
て
お
い
て
、
以
下
悪
党
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
い
ぎ
だ
い
。

　
さ
て
、
荒
川
の
悪
党
事
件
は
、
正
応
四
年
（
＝
一
九
一
）
九
月
に
法
心
（
為
時
）
の
訴
状
が
出
さ
れ
て
以
降
と
そ
れ
以
前
と
、
大
き
く
二
つ
の
時

期
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
弥
四
郎
即
時
の
悪
党
行
動
が
は
じ
ま
る
の
は
お
そ
ら
ぐ
弘
安
年
間
の
こ
と
で
、
白
昼
路
次
に
て
田
仲
荘
預
所
図
書
助
の
甥
左
近
太
郎
定
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⑧

氏
を
殺
害
し
た
た
め
、
六
波
羅
に
忍
誠
め
ら
れ
、
高
橋
六
郎
長
任
に
預
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
赦
免
を
蒙
ら
な
い
ま
ま

に
ひ
そ
か
に
荒
川
荘
に
逃
げ
帰
り
、
の
み
な
ら
ず
稲
泉
国
麻
生
荘
に
討
ち
入
り
、
能
忠
法
眼
以
下
十
余
人
の
輩
を
殺
害
す
る
と
い
う
刃
傷
狼
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
は
た
ら
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
二
月
に
は
関
東
御
教
書
に
任
せ
て
子
細
を
糺
明
す
べ
き
旨
、
湯
浅
聡
智
の
状

　
　
　
　
　
⑩

が
出
さ
れ
る
が
、
十
一
月
に
は
為
時
ら
は
さ
ら
に
当
荘
上
田
村
に
お
い
て
弥
九
郎
下
墨
を
も
殺
害
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
光
綱
自
身
が
そ
れ
以

前
に
実
車
・
為
房
兄
弟
を
殺
害
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
高
野
山
は
翌
十
二
月
、
為
時
・
光
綱
の
所
領
を
共
に
没
収
し
、
御
影
堂
陀
羅
尼
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
は
じ
め
、
検
校
・
預
所
・
荘
官
そ
の
他
に
配
分
し
た
の
で
あ
る
。
翌
年
二
月
に
は
荒
川
荘
沙
汰
人
に
宛
て
て
、
早
く
為
時
ら
を
追
捕
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

う
に
命
じ
た
が
、
為
時
は
隣
郷
吉
仲
荘
に
の
が
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
為
時
と
殺
害
さ
れ
た
左
近
太
郎
定
氏
、
能
忠
法
眼
、
弥
九
郎
光
綱
な
ど
と
の
具
体
的
な
関
係
は
残
念
な
が
ら
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
た
と
え
ば
光
綱
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
行
動
、
没
官
田
の
内
容
か
ら
い
え
ば
、
い
ず
れ
に
し
て
も
為
時
と
同
じ
階
層
に
属
す
る
も
の

同
士
の
領
主
化
を
め
ざ
す
抗
争
・
軋
礫
の
一
環
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
事
件
で
は
あ
っ
た
。
た
だ
為
時
の
ば
あ
い
、
　
「
荒
川
庄
殺
害
人
」
と
し
て

の
た
ん
な
る
彼
ら
相
互
の
抗
争
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
野
山
あ
る
い
は
百
姓
に
対
す
る
違
乱
が
い
く
つ
か
み
え
て
、
悪
党
へ
の
傾
斜
を
見
逃
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、
正
時
の
起
請
文
に
よ
る
と
、
高
野
山
に
対
し
て
は
山
上
の
召
に
従
わ
ず
敵
対
を
な
し
、
寺
僧
房
へ
の
狼
籍
や

陀
羅
尼
田
の
違
乱
な
ど
、
百
姓
に
対
し
て
は
そ
の
私
宅
へ
の
狼
籍
、
牛
馬
の
野
取
、
耕
作
時
の
牛
馬
の
押
取
り
や
百
姓
の
使
役
、
あ
る
い
は
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

津
や
路
次
で
の
押
買
な
ど
を
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
十
月
の
十
拝
謝
条
に
わ
た
る
こ
の
起
請
文
で
事
件
は
小
康
を
え
、
正
応
三
年
（
＝
一
九
〇
）
に
は
、
源
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

義
賢
・
真
直
・
如
願
房
・
弥
四
郎
・
尼
真
直
の
そ
れ
ぞ
れ
の
起
請
文
、
あ
る
い
は
諸
人
の
請
文
な
ど
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
事
件
は
一
応
落
着
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
か
に
み
え
た
。
し
か
し
一
方
で
は
高
野
山
は
黒
河
六
郎
入
道
父
子
ら
を
盗
犯
・
悪
行
の
た
め
拙
論
を
追
放
し
て
い
る
し
、
七
時
ら
の
間
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

高
野
山
の
圧
力
で
大
弐
房
を
義
絶
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
。
た
だ
と
も
か
く
も
こ
の
段
階
ま
で
は
、
為
時
も
一
応
は
高
野
山

へ
の
恭
順
の
意
を
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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紀伊圏荒川荘の領主と農民（本多）

　
と
こ
ろ
が
一
連
の
起
請
文
が
出
さ
れ
た
同
じ
年
の
八
月
晦
日
に
、
単
身
の
住
宅
に
討
ち
入
り
、
資
材
雑
物
等
こ
と
ご
と
く
奪
い
取
ワ
た
の
ち

こ
れ
を
焼
失
し
、
さ
ら
に
成
力
を
打
ち
殺
し
、
馬
一
疋
牛
二
頭
も
焼
殺
す
と
い
う
事
件
が
起
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
六
月
に
い
た
る
ま
で
、
為
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
中
心
に
百
姓
の
住
宅
四
十
余
宇
を
焼
き
、
女
人
牛
馬
を
焼
殺
す
な
ど
、
数
々
の
悪
行
が
く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
ま
さ
し
く
悪
党
の
所
行
で
あ
る
が
、
か
か
る
荒
川
悪
党
は
一
体
い
か
な
る
構
成
を
な
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
交
名
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

文
、
起
請
文
、
下
人
の
白
状
な
ど
か
ら
、
血
縁
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
系
図
で
あ
ら
わ
す
と
図
1
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
こ
の
他
に
荒
川
荘
で
は
書
落
、
六
郎
入
道
お
よ
び
そ
の
子
息
二
人
、
仲
八
入
道
成
妙
な
ど
が
お
り
、
ま
た
名
手
荘
の
金
比
羅
次
郎
義
方
、
そ

の
親
類
悪
八
郎
皇
基
も
殺
害
・
放
火
・
路
次
押
取
な
ど
の
悪
党
行
動
の
ゆ
え
に
寺
家
よ
り
追
捕
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
東
荒
見
、
拝
田
荘
に
逃
げ

籠
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
悪
党
ら
の
行
動
が
、
荒
川
、
吉
仲
か
ら
名
手
、
荒
見
、
恩
田
な
ど
紀
ノ
川
流
域
の
黒
黒
全
体
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
は
、
佐
藤

氏
が
強
調
す
る
よ
う
に
紀
ノ
川
と
い
う
流
通
路
を
媒
介
と
し
て
一
荘
の
範
囲
を
超
え
た
彼
ら
相
互
の
連
携
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
こ
と

が
悪
党
の
広
範
囲
な
行
動
力
を
支
え
も
し
た
し
、
あ
る
い
は
高
野
山
や
六
波
羅
の
手
に
よ
る
追
捕
か
ら
し
ば
し
ば
免
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の

で
あ
る
。
彼
ら
は
ま
た
在
地
に
お
い
て
、
吉
仲
荘
の
新
三
郎
良
光
の
よ
う
に
、
子
息
ら
一
族
を
擁
し
、
　
「
殿
」
で
よ
ば
れ
る
家
人
を
有
し
、
さ

　
　
　
図
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
吉
仲
荘
住
人
）

　
（
航
）

尼
金
野

荒
川
悪
党
の
構
成
（
□
荒
広
襟
鰭
人
、

　
　
　
　
　
〔
下
人
疋
償
・
平
七
・
弥
太
郎
〕

行
良
法
師
i
左
衛
門
太
郎
良
経

　
　
　
　
　
　
　
＝

〔
三
三
齢
．
三
二
〕

弥
四
郎
為
時
（
法
心
）

〔
下
入
弥
勢
太
・
藤
源
次
・
平
七
〕

尼
真
阿
（
堀
尼
公
）

㎜
爾
國

花
立
阿
弥
陀
佛
一
O

女灘

〔
下
人
藤
源
太
・
羨
門
・
松
石
・
小
屋
垣
内
ノ
殿
W

　
　
　
　
　
　
〔
所
従
あ
り
〕

　
沙
弥
良
佛
一
［
圏
幽

　
　
　
　
　
　
　
＝

ら
に
下
人
・
所
従
を
も
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
在
地
武
士
団

を
形
成
し
て
い
た
わ
け
で
、
為
時
の
ば
あ
い
も
同
様
の
結

合
を
基
本
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
が
さ
ら

に
図
で
み
る
よ
う
に
、
血
縁
関
係
を
中
心
に
、
強
い
絆
に

結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
高
野
山
側
は
、
正
応
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
の

か
か
る
悪
党
の
横
行
に
対
し
、
当
初
徹
底
し
て
武
力
を
も
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っ
て
こ
れ
を
追
捕
・
鎮
圧
し
よ
う
と
は
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
正
応
四
年
（
＝
一
九
一
）
七
月
二
十
六
日
の
夜
、
高
野
山
の
住
侶
を
は
じ
め
、
荒

川
荘
沙
汰
人
三
毛
六
郎
入
道
心
逸
を
中
心
に
、
下
司
寂
俊
、
七
郎
左
衛
門
尉
、
加
賀
七
郎
そ
の
他
郎
従
等
を
含
め
て
数
百
人
が
甲
冑
を
つ
け
、

弓
箭
を
帯
し
て
、
為
時
（
法
心
）
の
住
宅
に
押
し
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
吉
神
物
以
下
の
資
財
物
等
を
捜
取
り
、
堂
舎
仏
像
以
下
三
十
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

宇
の
人
屋
を
焼
払
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
じ
二
十
六
曝
に
は
高
野
山
は
は
じ
め
て
悪
党
の
交
名
注
文
を
作
成
し
、
翌
日
に
は
重
犯
の
輩
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

注
文
の
旨
に
任
せ
て
召
進
む
べ
き
こ
と
を
、
荘
宮
ら
に
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
九
月
八
日
に
は
、
つ
い
に
高
野
寺
西
麓
で
法
律
（
為
時
）
を
待

ち
う
け
て
殺
害
せ
ん
と
は
か
っ
た
よ
う
で
、
所
従
十
郎
入
道
、
三
郎
男
の
二
人
が
殺
さ
れ
、
法
心
自
身
は
わ
ず
か
に
の
が
れ
て
死
を
免
れ
た
と

、
⑳
。

し
、
つ

　
こ
う
し
て
高
野
山
は
悪
党
ら
に
対
し
て
厳
し
い
実
力
行
使
を
敢
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
た
の
が
、
旧
殻
沙
汰
人
三
毛
心
浄

で
あ
っ
た
。
心
霊
が
建
久
四
年
（
＝
九
三
）
に
所
領
名
田
畠
を
没
収
さ
れ
、
荘
内
を
追
却
さ
れ
た
盛
景
、
お
よ
び
文
応
元
年
（
＝
一
六
〇
）
に
再

び
公
文
職
を
獺
復
し
た
大
伴
盛
時
（
三
毛
兵
衛
）
の
系
譜
を
引
き
、
御
家
人
と
し
て
山
門
領
三
毛
荘
の
地
頭
も
兼
ね
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
今
井
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
心
々
ら
は
、
公
文
職
（
加
撃
自
身
は
沙
汰
人
と
さ
れ
て
い
る
）
に
あ
り
な
が
ら
三
毛
荘
に
い
た
ら
し

い
。
そ
れ
は
高
野
山
の
評
定
の
中
に
「
公
文
可
在
韓
、
若
自
身
難
叶
者
、
如
身
子
患
親
類
等
可
住
庄
事
」
と
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
心
浄
と
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

鹿
毛
（
こ
の
荘
内
に
上
下
三
毛
あ
り
、
『
荘
園
七
宮
』
）
と
の
か
か
わ
り
を
法
心
が
示
唆
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
お
そ
ら
く
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
乃
こ
の
よ
う
に
心
浄
は
荒
川
荘
外
に
い
な
が
ら
も
、
盛
蒔
の
公
文
職
回
復
の
後
を
受
け
て
、
高
野
山
の
一
応
は
忠
実
な
荘
官
と
し
て
着
々
と

当
荘
内
へ
の
勢
力
拡
大
を
は
か
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
か
く
し
て
当
意
内
に
す
で
に
一
定
の
基
盤
を
確
立
し
、
領
主
化
を
志
向
し
て
い
た
仁
心
と
の
対
立
は
お
そ
ら
く
避
け
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
後
法
心
の
非
難
は
、
も
っ
ぱ
ら
心
浄
へ
と
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
悪
党
事
件
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
一
つ
の

側
面
と
し
て
で
あ
る
が
、
在
地
領
主
制
展
開
過
程
に
お
け
る
在
地
武
士
団
相
互
の
抗
争
と
い
う
性
格
を
、
確
か
に
持
つ
も
の
で
は
あ
っ
た
。

　
な
お
、
今
井
馬
は
下
司
に
つ
い
て
は
明
確
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
法
心
の
訴
状
に
み
え
る
下
司
寂
俊
は
平
野
氏
で
あ
り
、
こ
の
当
時
す
で
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⑳

に
平
野
氏
が
下
司
職
に
補
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
実
は
こ
の
九
月
を
期
し
て
悪
党
事
件
は
新
た
な
様
相
の
も
と
に
展
開
し
は
じ
め
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
六
波
羅
、
朝
廷
、

限
門
、
東
寺
な
ど
を
ま
き
込
ん
で
、
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
色
彩
を
お
び
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
高
野
山
か
ら
は
、
一
連
の
武
力
鎮
圧
の
方
針
を
と
る
と
と
も
に
、
金
嗣
峯
寺
衆
徒
ら
に
よ
っ
て
、
詳
細
な
交
名
注
文
を
副
え
、
悪
党
ら

の
追
捕
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
六
波
羅
に
訴
状
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
問
題
は
、
同
じ
九
月
に
愚
心
（
為
時
）
が
山
門
末
寺
高
野
寺
の
寺
僧
と
し
て

あ
ら
わ
れ
、
三
通
の
注
文
を
副
え
て
金
剛
峯
寺
検
校
律
師
は
じ
め
、
沙
汰
人
心
浄
ら
の
放
火
、
殺
害
、
追
捕
の
電
命
を
訴
え
る
に
及
ん
だ
こ
と

で
あ
る
。
高
野
山
、
心
置
ら
の
武
力
行
使
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
ま
た
自
ら
の
行
動
を
正
当
化
す
る
た
め
に
も
高
野
山
領
荘
園
制
下

に
あ
っ
て
そ
の
支
配
に
直
接
く
み
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
山
門
末
寺
と
し
て
存
続
し
て
き
た
高
野
寺
は
、
子
心
に
と
っ
て
ま
さ
に
絶
好
の
拠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
⑳

ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
意
の
訴
え
は
叡
山
に
取
り
あ
げ
ら
れ
、
実
印
僧
都
、
寒
肥
僧
正
を
経
て
、
九
月
二
十
七
日
に
は
事
態
を
究
止
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

き
旨
、
座
興
慈
助
法
親
王
の
令
旨
が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
十
月
十
八
日
に
は
つ
い
に
伏
見
天
皇
の
論
旨
が
下
さ
れ
、
こ
こ
に
朝
廷
を
も
ま
き

込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
よ
り
さ
き
、
十
月
に
入
っ
て
間
も
な
ぐ
、
高
野
山
の
訴
状
を
受
け
た
六
波
羅
は
、
荒
川
・
名
手
両
虎
悪
党
を
尋
沙
汰
す
べ
き
旨
の
御
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙

書
を
守
護
代
官
高
橋
三
郎
入
道
に
下
し
、
高
橋
か
ら
さ
ら
に
現
地
の
守
護
代
菱
田
唯
心
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
六
波
羅
の
下
知
は
、
こ
の
後
高

野
山
の
訴
え
の
重
要
な
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
名
手
荘
々
官
ら
も
義
方
・
篭
手
ら
が
寺
家
の
御
免
を
蒙
ら
ず
庄
家
を
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

廻
す
れ
ば
野
路
を
加
う
べ
き
旨
の
請
文
を
出
し
て
お
り
、
高
野
山
に
と
っ
て
一
応
は
満
足
す
べ
き
事
態
を
迎
え
つ
つ
あ
る
か
に
み
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
と
こ
ろ
が
同
じ
頃
、
さ
き
の
論
旨
が
東
寺
長
者
に
伝
え
ら
れ
、
長
者
か
ら
高
野
山
検
校
に
弁
明
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
十
一
月
に

は
六
波
羅
さ
え
も
が
、
十
月
の
下
知
と
は
逆
に
座
主
宮
令
旨
を
受
け
て
、
三
毛
母
堂
ら
の
法
馬
住
宅
放
火
・
殺
害
な
ど
の
件
に
つ
き
究
明
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

き
こ
と
を
石
垣
太
郎
左
衛
門
尉
宗
明
に
下
知
し
た
。
こ
の
宗
明
は
湯
浅
の
一
族
で
あ
る
が
、
法
心
の
語
い
を
え
て
画
策
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

　
　
⑲

よ
う
で
、
一
方
で
は
上
御
使
湯
浅
鱗
葉
が
法
学
追
捕
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
六
波
羅
を
は
じ
め
武
家
方
の
悪
党
追
捕
も
、
き
わ
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鷹

め
て
矛
盾
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
現
地
の
守
護
代
菱
田
唯
心
も
同
様
で
、
六
波
羅
の
悪
党
追
捕
の
下
知
も
唯
心
の
緩
怠
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

吉
仲
荘
か
ら
帰
入
し
た
法
心
ら
が
再
び
種
々
の
狼
籍
を
は
た
ら
い
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
て
法
心
の
訴
状
を
契
機
に
、
事
態
は
高
野
山
の
全
く
予
想
し
な
い
形
で
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
高
野
山
は
十
一
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
り
あ
え
ず
為
時
（
心
心
）
が
高
野
寺
々
僧
と
主
張
し
て
い
る
の
は
虚
誕
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
と
す
る
陳
状
を
出
し
た
。
さ
ら
に
同
十
二
日
に

は
心
急
ら
を
し
て
法
治
の
母
の
住
屋
に
討
ち
入
ら
せ
・
資
財
物
等
を
奪
う
と
と
も
に
・
下
人
秋
広
舌
守
う
を
捕
え
た
の
で
あ
触
そ
し
て
翌

年
二
月
に
は
、
あ
ら
た
に
虚
心
は
寺
僧
で
は
な
い
旨
の
高
野
寺
の
証
状
、
下
人
秋
広
・
吉
守
ら
の
白
状
な
ど
を
添
え
て
再
度
訴
訟
に
及
ん
だ
の

　
　
　
⑬

で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
悪
党
追
捕
の
実
は
容
易
に
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
法
心
申
状
で
は
心
浄
、
金
剛
峯
寺
僧
侶
の
悪
行
は

国
に
お
い
て
は
糺
明
し
が
た
い
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
交
名
人
の
う
ち
願
俊
は
等
護
代
唯
心
の
鐸
田
井
次
郎
の
師
匠
で
あ
る
こ
と
、
上
御
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

佃
島
の
甥
本
観
、
従
父
兄
弟
大
輔
阿
闇
梨
が
金
鰯
峯
直
面
侶
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
て
、
高
野
山
の
有
利
な
状
勢
を
あ
ら
わ
す
か
に
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

え
る
。
と
こ
ろ
が
守
護
代
唯
心
に
し
て
も
、
法
心
の
主
張
す
る
縁
故
関
係
や
、
高
橋
三
郎
入
道
の
再
三
の
下
知
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
し
も

悪
党
追
捕
に
積
極
的
で
は
な
か
・
た
・
し
か
も
正
応
五
年
（
三
九
二
ζ
一
月
に
吉
仲
華
次
郎
．
平
九
郎
の
陳
鞠
奮
さ
れ
る
や
・
唯
心
は
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
こ
れ
の
仲
介
を
つ
と
め
て
さ
え
い
る
の
で
あ
る
。

　
平
次
郎
ら
に
よ
れ
ば
、
秋
広
・
吉
守
の
白
状
で
荒
川
の
悪
党
に
与
し
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
い
わ
れ
の
な
い
こ
と
だ
と
し
、
両
人
白
状
に
根

違
あ
る
こ
と
を
つ
き
、
さ
ら
に
検
断
の
ば
あ
い
は
た
と
え
白
状
が
あ
っ
て
も
、
白
物
が
な
け
れ
ば
沙
汰
の
限
り
で
な
い
は
ず
だ
と
主
張
し
て
い

紛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
。
そ
し
て
こ
の
陳
状
は
武
家
方
で
許
容
し
た
よ
う
で
、
高
野
山
年
預
の
守
護
所
宛
書
状
で
は
、
　
「
一
寺
失
面
目
修
了
」
と
い
っ
て
い
る
。
高

野
山
は
同
書
状
で
、
彼
ら
は
非
御
家
人
な
の
だ
か
ら
、
白
状
に
任
せ
て
早
急
に
召
取
ら
れ
る
よ
う
訴
え
、
さ
ら
に
、
六
月
に
も
訴
状
を
提
出
し

て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
悪
党
追
捕
が
な
か
な
か
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
を
お
も
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
以
降
は
悪
党
問
題
に
関
し
て
直
接
言
及
し
た
史
料
を
み
な
い
。
た
め
に
い
か
な
る
結
末
を
も
っ
て
終
っ
た
か
は
明
ら
か
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に
し
え
な
い
が
・
正
和
三
年
（
；
＝
四
）
に
惹
の
至
重
山
垣
内
に
つ
い
て
三
毛
心
浄
と
古
仏
野
山
と
言
論
を
行
な
・
て
い
触
こ
れ
か

ら
す
れ
ば
、
悪
党
事
件
は
六
時
（
回
心
）
の
没
落
を
も
っ
て
終
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
か
っ
て
は
高
野
山
と
と
も
に
法
心

の
弾
圧
に
む
か
っ
た
心
浄
が
高
野
山
と
対
立
し
て
い
る
こ
と
で
、
在
地
領
主
層
と
荘
園
領
主
高
野
山
と
の
対
立
・
抗
争
が
姿
こ
そ
か
わ
れ
、
た

え
ず
再
生
産
さ
れ
て
展
開
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
悪
党
あ
る
い
は
在
地
領
主
層
の
荘
園
領
主
支
配
に
対
す
る
闘
争
が
、
こ
の
時
期
の
主
要
な
歴
史
過
程
と
し

て
位
置
づ
け
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
当
荘
に
お
け
る
悪
党
の
行
動
が
農
民
に
と
っ
て
何
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
為
時
（
毒
心
）
の
行
動
が
光
綱
の
殺
害
、
心
浄
と
の
抗
争
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
在
地
武
士
団
相
互
の
争
い
と
そ
の
軋
櫟
と
い
う

側
面
を
持
つ
と
同
時
に
、
悪
党
と
し
て
の
主
要
な
側
面
は
農
民
と
の
関
係
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
百
姓
私
宅
の
狼
籍
、
牛
馬
の
野
饗
、
耕
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

蒔
の
呼
仕
、
野
放
秣
苅
、
乙
津
・
路
次
で
の
押
買
な
ど
、
当
時
の
地
頭
を
は
じ
め
と
す
る
在
地
領
主
層
一
般
に
み
ら
れ
る
悪
行
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
と
り
わ
け
正
応
三
年
八
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
百
姓
住
宅
四
十
余
毒
の
焼
失
、
人
物
・
牛
馬
の
殺
害
は
、
悪
党
と
農
民
層
の
決
定
的
な
対
立

を
惹
起
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
百
姓
住
宅
焼
打
ち
の
理
由
と
し
て
、
周
知
の
こ
と
な
が
ら
、
秋
広
の
白
状
に
よ
れ
ば
、
野
田
原
の
五
郎
大

夫
の
家
は
、
左
衛
門
太
郎
が
五
郎
大
夫
に
馬
代
を
責
め
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
怒
っ
て
焼
き
払
っ
た
と
い
う
。
同
じ
く
吉
守
の
白
状
に
よ
る
と
、

大
弐
房
が
義
々
で
悪
行
を
は
た
ら
い
た
た
め
寺
家
よ
り
謎
責
を
受
け
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
夏
時
は
自
分
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
時
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

百
姓
の
家
を
焼
い
て
寺
家
へ
の
意
趣
を
は
ら
し
た
と
い
い
、
結
局
こ
の
時
も
そ
れ
を
理
由
に
百
姓
の
住
宅
を
焼
き
払
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
理
不
尽
な
悪
党
の
行
動
は
、
た
ん
に
荘
園
領
主
支
配
に
紺
決
す
べ
き
悪
党
の
限
界
性
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
悪
党
層
の
い
わ

ゆ
る
封
建
領
主
化
な
る
も
の
が
も
つ
過
酷
な
本
質
を
あ
ら
わ
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
領
主
化
の
進
行
は
、
農
民
た
ち
に
と
っ
て
い
っ

た
い
如
何
な
る
意
味
で
、
積
極
的
な
役
割
を
に
な
う
も
の
と
し
て
評
価
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
　
「
殿
原
衆
が
用
水
管
理
の
権
利
を
握
り
、
露
量
役
免
除
の
特
権
を
利
用
し
て
在
地
領
主
化
し
て
い
く
時
、
彼
等
が
、
奴
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隷
制
的
な
商
家
支
配
に
反
対
す
る
耕
作
農
民
の
要
望
を
に
な
っ
て
、
高
野
山
に
対
立
す
る
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

高
野
山
支
配
に
対
立
す
る
彼
等
の
行
動
が
支
配
体
舗
を
動
揺
さ
せ
た
時
、
そ
れ
は
支
配
者
側
よ
り
悪
党
と
し
て
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」
　
と

い
う
。
つ
ま
り
悪
党
の
主
要
構
成
メ
ン
バ
ー
が
殿
原
衆
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
あ
た
か
も
半
時
（
法
心
）
ら
が
耕
作
農
民
の
要
望
を
に
な
っ

て
高
野
山
支
配
に
対
立
し
た
が
ゆ
え
に
、
支
配
岩
側
よ
り
悪
党
と
し
て
弾
圧
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
荒
川
悪
党
の
か
か
る
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
率
直
に
い
っ
て
い
く
つ
か
の
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
第
一
に
、
悪

党
が
殿
原
層
と
同
一
階
層
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
悪
党
を
殿
原
一
般
と
同
一
に
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
殿
原
層
の

大
半
は
悪
党
化
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
殿
原
層
が
に
な
っ
た
積
極
的
な
役
割
を
も
っ
て
、
悪
党
の
行
動
を
擁
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
に
、
荒
川
荘
の
在
家
（
直
家
）
の
理
解
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
荘
の
在
家
（
免
家
）
は
高
野
山
に
対
す
る
農
民
の
特
別

な
隷
属
関
係
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
一
般
農
民
の
存
在
形
態
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
第
一
章
で
み
た
と
う
り
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
を

「
奴
隷
綱
的
な
免
家
支
配
」
と
規
定
す
る
こ
と
で
必
要
以
上
に
高
野
山
の
支
配
を
過
酷
に
描
き
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
殿
原
層
の
領
主
化
の
も

つ
過
酷
さ
、
ま
し
て
や
悪
党
の
農
民
に
対
す
る
理
不
尽
な
所
行
を
免
罪
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
、
今
の
点
は
階
級
矛
盾
の
理
解
に
も
か
か
わ
る
が
、
佐
藤
馬
は
在
地
領
主
と
荘
園
領
主
と
の
対
立
を
主
要
矛
盾
と
す
る
た
め
、
荒
川

悪
党
の
限
界
性
は
認
め
つ
つ
も
、
　
「
彼
等
の
行
動
の
な
か
に
、
彼
等
を
も
含
め
て
直
接
生
産
者
ま
で
を
頑
強
に
支
配
せ
ん
と
し
て
い
た
支
配
体

制
を
崩
壊
さ
せ
て
い
く
可
能
性
を
も
見
逃
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
」
と
も
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
悪
党
は
も
と
よ
り
、
荘
官
・
殿
原
層
の
領
主

化
に
し
て
も
、
そ
れ
は
農
民
に
と
っ
て
は
封
建
支
配
の
よ
り
一
層
の
強
化
を
も
た
ら
す
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
牛
馬
を
取
り
、
耕
作

時
に
呼
仕
り
、
農
奴
主
経
営
の
も
と
に
く
み
込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
耕
作
権
を
確
立
し
、
個
別
小
経
営
の
自
立
・
安
定
化
を
は
か

ろ
う
と
す
る
「
百
姓
等
」
、
と
り
わ
け
小
百
姓
層
の
要
求
と
は
真
向
か
ら
対
立
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
当
荘
の
農
民
に
と
っ
て
は
、
悪

党
な
ど
の
領
主
化
の
過
程
に
自
ら
の
成
長
の
契
機
を
見
出
し
う
る
ど
こ
ろ
か
、
　
「
惣
」
へ
の
結
集
に
よ
る
闘
い
の
中
で
そ
の
領
主
化
を
克
熱
す

べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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紀伊国荒川荘の領主と農民（本多）

　
兵
庫
関
を
襲
撃
し
た
悪
党
な
ど
を
は
じ
め
、
こ
の
時
代
の
悪
党
が
持
つ
多
彩
な
性
格
を
、
農
民
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
割
り
切
る
こ
と
は
、

も
と
よ
り
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
島
島
の
悪
党
は
、
か
か
る
農
民
と
の
関
係
に
お
い
て
悪
党
の
一
つ
の
典
型
的
な
タ
イ

プ
を
示
す
と
と
も
に
、
悪
党
が
持
つ
過
酷
な
本
質
を
も
露
わ
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
は
か
か
る
荒
川
悪
党
を
、
基
本
的
に
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
位
置
づ
け
て
み
た
く
お
も
う
。

　
す
な
わ
ち
、
当
荘
に
お
け
る
小
百
姓
層
の
台
頭
は
在
家
住
人
ら
の
分
解
も
進
め
、
そ
の
過
程
で
一
部
で
は
荘
官
・
殿
原
層
の
領
主
化
へ
の
志

向
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
荘
園
領
主
制
下
で
あ
ら
た
な
領
主
制
（
農
奴
制
的
支
配
）
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
農
民
の
小
経

営
自
立
化
の
一
層
の
展
開
に
対
し
て
は
姪
桔
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
、
か
か
る
領
主
制
一
般
の
も
つ
農
民
と
の
矛
盾
が
、
当
荘
で
み

る
よ
う
に
、
荘
園
領
主
や
領
主
化
を
め
ざ
す
在
地
武
士
団
相
互
の
抗
争
・
軋
櫟
の
も
と
で
は
、
悪
党
行
動
と
し
て
よ
り
増
幅
さ
れ
て
農
民
に
は

ね
が
え
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
も
は
や
農
民
は
悪
党
に
対
し
て
何
ら
の
幻
想
も
持
ち
え
ず
、
今
わ
な
対
立
関
係
が
激
化
さ
れ
ざ
る

を
え
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
領
主
化
を
克
服
す
る
に
は
、
い
ま
だ
農
民
た
ち
の
成
長
・
結
集
が
不
十
分
だ
っ
た
段
階
に
お
い

て
、
い
わ
ゆ
る
悪
党
の
発
生
も
領
主
制
の
矛
盾
の
側
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
農
民
と
の
関
係
に
お
い
て
理
解
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
惣
結
合
が
小
百
姓
層
を
く
み
込
ん
で
、
階
級
的
結
集
を
確
実
に
強
化
し
て
い
っ
た
南
北
朝
中
期
以
降
に
も
な
れ
ば
、

も
は
や
一
般
に
悪
党
を
見
出
す
こ
と
も
な
く
な
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

①
「
荒
河
の
悪
党
」
（
前
掲
）

②
「
高
野
山
領
紀
伊
国
荒
廻
荘
」
（
前
掲
）

③
「
悪
党
そ
の
時
代
と
評
価
」
（
前
掲
）

④
⑤
萄
註
③
論
文
、
五
一
ペ
ー
ジ

⑥
永
原
慶
二
『
日
本
の
中
世
社
会
』
、
二
四
四
ペ
ー
ジ

⑦
た
と
え
ば
、
網
野
善
彦
「
悪
党
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1
日
本
中
世
研
究
史
の
｝

　
断
｝
圃
－
」
　
（
『
歴
史
瀞
す
研
究
』
三
六
二
暑
）

⑧
七
一
一
五
四
三
・
一
五
六
七
号

ca　＠＠　C3・　＠　Ci｝　＠

七
－
一
五
六
九
号

七
－
一
五
七
七
号

二
一
一
＝
丁
一
五
三
・
一
九
二
号

四
－
三
八
四
号

一
1
四
四
八
号

一
1
｝
こ
六
日
口
写
、
七
－
｝
五
六
一
鳳
。
｝
五
六
四
㎏
写

七
一
～
五
四
一
号
、
四
一
一
二
三
号

二
i
一
五
四
号
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⑰
五
－
九
五
七
号
、
八
一
一
七
七
五
二
七
七
六
号

⑱
七
…
｝
五
六
九
・
一
五
七
〇
号
、
八
一
一
七
四
五
号
な
ど
。

⑲
註
⑱
、
⑭
に
同
じ
。
お
よ
び
七
…
一
五
七
二
二
五
七
三
暑
。
な
お
、
こ
れ
ま

　
で
の
悪
党
構
成
の
理
解
と
の
主
な
相
違
点
を
指
摘
す
れ
ば
、
一
つ
は
堀
尼
公
の
位

　
置
づ
け
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
服
部
・
佐
藤
両
氏
は
こ
れ
を
為
時
の
母
と
考
え
た

　
よ
う
で
、
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
に
服
部
氏
の
ば
あ
い
、
為
時
を
堀
姓
に
し
て
い
る

　
が
、
為
時
自
身
は
起
請
文
で
源
姓
を
な
の
っ
た
以
外
に
、
堀
姓
か
ど
う
か
は
史
料

　
的
に
は
確
認
し
え
な
い
。
ま
た
佐
藤
氏
の
ば
あ
い
は
、
下
人
弥
勢
太
ら
を
樹
心
母

　
儀
尼
公
の
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
堀
尼
公

　
は
尼
真
阿
の
こ
と
で
、
大
弐
房
の
母
た
る
こ
と
、
起
請
文
そ
の
他
か
ら
明
ら
か
で

　
あ
る
　
（
八
1
　
七
七
短
毛
、
　
七
－
一
五
穴
四
号
、
　
五
－
七
ニ
ニ
・
九
五
七
号
な

　
ど
）
。
　
た
だ
尼
真
阿
が
為
時
の
妓
妹
か
義
嫡
妹
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
夫
が
堀

　
姓
で
あ
っ
た
た
め
堀
尼
公
と
よ
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
図
の
よ
う
に

　
し
て
お
き
た
い
。

　
　
今
一
つ
は
、
今
井
・
佐
藤
両
氏
が
源
八
義
賢
の
子
息
と
し
て
孫
三
郎
良
儒
を
あ

　
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
悪
党
の
交
名
注
文
の
中
の
一
通
に
（
七
一
　
五

　
六
九
号
）
、

　
　
源
入
義
賢
為
時
法
師
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

　
　
　
於
荒
川
庄
、
堂
衆
得
祐
成
力
弥
九
郎
牛
馬
等
、
寺
領
殺
生
下
手
人
、

　
　
同
子
恩
孫
三
郎
良
信

　
　
　
荒
川
放
火
等
下
手
人
、

　
と
あ
る
の
に
よ
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
他
の
交
名
注
文
、
高

　
野
山
の
訴
状
な
ど
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
義
賢
と
良
信
と
の
間
に
、
蓮
空
、
行
良

　
法
師
、
良
継
、
良
光
、
良
胤
の
記
載
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
た
だ
良
僑
が
孫
三
郎
か
弥
三
郎
か
は
明
確
に
し
え
な
い
が
、
下
人
藤
源
太
吉
守
の

　
白
状
の
中
に
「
平
次
郎
殿
ッ
ヵ
ッ
・
弥
三
郎
殿
同
庄
平
九
郎
殿
同
歯
」
と
み
え
る
の

　
で
、
こ
こ
で
は
一
応
弥
三
郎
と
し
て
お
き
た
い
。

⑳
　
七
一
一
五
六
五
・
一
五
穴
六
号
、
五
一
九
八
八
号
、
刊
、
ニ
ー
十
三
号

⑳
七
－
一
五
四
二
号

⑫
　
七
－
一
五
七
八
号

⑳
　
七
－
一
五
六
五
号

⑳
註
②
論
文
、
九
四
～
穴
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
盛
時
と
心
浄
と
の
間
に
、
今
一
人
大

　
伴
盛
氏
が
み
え
る
（
六
一
ご
謙
〇
一
号
）
。

㊧
　
二
一
｝
五
四
号

⑳
七
一
一
五
七
四
号
。
た
だ
し
、
訴
え
の
内
容
自
体
は
、
そ
の
ま
ま
に
は
信
じ
が

　
た
い
。

⑳
宝
寿
院
文
書
。
文
保
元
年
八
月
十
三
日
、
文
保
二
年
五
月
の
も
の
。
本
文
書
は
、

　
和
多
昭
夫
琉
の
ご
好
意
で
入
手
し
え
た
も
の
で
あ
る
。

⑳
　
七
i
一
五
六
七
号

⑳
註
⑳
に
岡
じ

⑳
　
八
－
一
七
五
八
号

⑪
　
八
一
一
七
五
七
・
一
七
五
九
号

　
　
八
－
一
七
六
〇
号

　
　
八
－
一
七
六
一
号
。
こ
れ
は
佐
藤
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
伏
見
天
皇
の
も
の

　
で
あ
ろ
う
。

⑭
　
四
一
三
四
七
号
、
七
－
一
五
六
八
号
。
な
お
高
橋
を
守
護
代
官
と
す
る
の
は
、

　
佐
藤
准
＝
『
増
訂
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
に
よ
る
。

　
　
三
－
七
三
七
号
、
七
1
｝
五
四
四
暑

⑲鰺⑰⑯⑳
　
四
i
一
一
謹
号

　
八
i
一
七
六
一
一
号

　
八
…
　
七
五
五
号

　
「
当
國
石
垣
太
郎
左
衛
門
宗
明
、
受
彼
法
心
難
語
、
観
潮
二
箇
度
御
教
書
、
当

山
不
申
御
請
之
由
申
訴
訟
」
　
（
七
1
｝
五
八
○
号
）
と
あ
る
。
な
お
、
　
『
続
群
書

類
従
偏
第
六
輯
上
に
み
え
る
湯
浅
系
図
を
略
記
す
る
と
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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魯
　
こ
の
点
は
貞
永
式
目
第
四
条
に
、
　
「
兼
又
同
類
事
、
縦
難
載
白
状
、
無
職
物
者

　
更
非
沙
汰
之
限
」
　
（
『
中
世
法
制
史
料
集
』
）
と
あ
る
の
を
援
善
し
た
も
の
と
お
も

　
わ
れ
る
が
、
な
か
な
か
し
た
た
か
な
主
張
で
は
あ
る
。

⑲
　
五
－
九
五
四
号

⑳
　
御
影
堂
文
書
。
正
応
五
年
六
月
の
も
の
。
本
文
書
は
大
石
薩
正
氏
の
ご
好
意
に

　
よ
り
入
手
し
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
訴
状
中
で
、
高
野
山
は
良
光
ら
は

　
御
家
人
で
あ
り
な
が
ら
武
家
の
御
下
知
に
従
わ
な
い
と
批
難
し
て
い
る
が
、
こ
れ

　
は
非
御
家
人
だ
か
ら
白
状
だ
け
で
も
平
次
郎
ら
を
召
取
れ
と
い
う
前
述
の
主
張
と

　
は
矛
盾
し
て
い
る
。

⑪
　

ニ
ー
一
』
ハ
五
口
写

⑫
註
⑬
に
同
じ

⑬
　
七
－
一
五
七
二
・
｝
五
七
三
号

⑪
　
註
③
論
文
、
四
六
ペ
ー
ジ

四
　
「
分
田
支
配
」
体
制
の
成
立

紀俳国荒J｝lveの領主と提民（本多）

　
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
当
荘
で
は
建
長
の
「
供
料
相
折
帳
」
で
寺
領
の
最
高
段
階
を
示
し
は
し
た
が
、
小
百
姓
層
の
台
頭
に
規
定
さ
れ

た
在
地
構
造
の
変
動
は
、
高
野
山
の
荘
園
支
配
に
、
あ
る
い
は
在
地
諸
階
層
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。
御
影
堂
陀
羅
尼
田

へ
の
寄
進
の
集
中
や
悪
党
の
横
行
は
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
て
細
心
で
あ
ら
わ
れ
た
、
具
体
的
な
二
つ
の
側
面
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
加
え
て
、
南
北
朝
内
乱
の
進
行
は
、
政
治
的
に
も
旧
来
の
権
門
体
鰯
に
み
る
よ
う
な
秩
序
を
急
速
に
つ
き
く
づ
し
つ
つ
あ
っ
た
。
田
中
荘
と

の
堺
相
論
や
悪
党
為
過
（
法
眼
）
と
の
抗
争
な
ど
で
企
図
し
た
ご
と
く
、
摂
関
家
、
平
氏
政
権
、
そ
し
て
鎌
倉
幕
府
権
力
な
ど
に
訴
え
た
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
と
で
は
、
も
は
や
問
題
の
解
決
を
期
待
し
え
な
か
っ
た
。
荒
川
荘
の
住
人
か
ど
う
か
は
詳
か
で
な
い
が
、
守
護
被
官
と
な
っ
た
岩
岡
七
郎
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ど
が
当
荘
で
乱
暴
を
働
ら
く
な
ど
、
守
護
勢
力
の
侵
透
も
は
じ
ま
っ
て
い
た
。

　
も
と
よ
り
、
高
野
山
も
全
く
無
対
応
に
終
止
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
近
隣
の
荘
官
ら
を
募
り
、
荒
川
荘
へ
の
発
向
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、
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あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
は
石
垣
・
粉
川
、
そ
し
て
名
手
荘
の
井
論
忙
ま
で
及
、

　
　
　
　
　
③

ん
だ
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
時
代
の
高
野
山
に
よ
る
在
地
再
把
握
の
試
み
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
校
）

と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
た
と
え
ば
、
志
富
田
荘
で
は
延
元
二
年
（
一
三
三
七
）
に
大
検
注
が
行
な
わ
れ
、
　
「
年
貢
田
数
以
下
交
合
」
の

　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

沙
汰
も
出
さ
れ
た
。
ま
た
官
省
符
荘
で
も
同
じ
延
元
年
中
に
大
検
注
が
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
、
延
元
二
年
に
は
在
家
支
配
帳
も
作
成
さ
れ
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
ら
は
く
り
返
七
半
の
時
代
の
根
拠
と
さ
れ
て
も
い
る
。
そ
し
て
当
荘
で
も
、
諸
供
料
の
欠
如
に
対
し
て
、
と
く
に
新
荘
大
検
注
を
行
な
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
は
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
十
四
世
紀
に
出
さ
れ
た
一
連
の
衆
徒
・
五
番
衆
の
一
味
契
状
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
段
階
で
は
、
結
局

は
高
野
諸
衆
に
よ
る
荘
園
支
配
再
編
成
へ
の
決
意
が
く
り
返
し
表
明
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
・
元
中
元
年
（
一
三
八
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
「
官
省
符
庄
年
貢
契
状
」
で
は
、
大
検
注
（
お
そ
ら
く
は
延
元
年
中
の
）
以
後
、
山
漆
川
成
等
の
不
作
、
あ
る
い
は
山
上
代
官
山
下
作
人
の
私
曲

な
ど
の
た
め
下
地
が
失
墜
し
、
料
足
が
有
名
無
実
と
な
っ
た
状
況
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
亡
状
」
に
は
ま
た
、
高
野
山
に
よ
る
荘
園
支
配
魚
串
再
編
成
へ
の
諸
原
則
が
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
原
則
の
も
と
に
、
応
永
期
に
入
っ
て
以
降
、
官
省
符
荘
、
相
賀
南
荘
、
題
意
田
荘
、
名
手
荘
、
腰
掛
荘
の
諸
荘
に
お
い
て
、
大
検
注
が
施
行

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
当
道
の
ぼ
あ
い
も
ま
さ
に
そ
の
一
環
と
し
て
、
ま
ず
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）
六
月
に
「
安
楽
川
庄
珊
人
心
、
近
年
有
名
無
実
」
の
た
め
、

来
る
十
月
以
前
に
検
注
を
行
な
う
こ
と
が
評
定
さ
れ
た
。
十
月
に
は
検
使
の
名
前
も
差
扇
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
は
事
情
は
不
明
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ら
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
。
実
際
に
大
検
注
が
開
始
さ
れ
た
の
は
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
十
一
月
か
ら
で
、
翌
年
八
月
に
は
完
了
し
て
お
り
、

現
在
「
安
楽
河
庄
大
検
面
構
」
（
以
下
「
大
検
繍
帳
」
と
す
る
）
四
帖
の
う
ち
、
島
田
、
山
郷
（
近
遠
・
煙
霞
・
黒
河
・
野
田
原
・
佐
那
木
谷
）
分
の
二
帖

が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
同
年
八
月
に
い
わ
ゆ
る
「
分
田
」
が
行
な
わ
れ
、
　
「
安
楽
河
庄
公
事
三
分
田
支
配
帳
」
　
（
以
下
「
支
配
帳
」

と
す
る
）
に
よ
る
と
、
公
事
銭
に
つ
い
て
は
表
璽
に
み
る
よ
う
に
（
「
支
配
帳
」
と
は
分
田
先
の
順
序
を
変
え
て
あ
る
）
、
金
堂
常
燈
料
か
ら
は
じ
ま
っ

て
、
面
分
ま
で
含
め
る
と
全
部
で
三
一
ヵ
所
に
、
九
一
町
六
反
六
〇
歩
、
分
銭
に
し
て
二
〇
三
貫
五
二
〇
文
が
「
分
田
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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年
貢
米
に
つ
い
て
は
「
分
田
支
配
帳
」
が
現
存
し
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
　
「
大
検
注
帳
」
で
は
、
惣
荘
上
中
下
田
数
九
三
町
九

反
二
百
歩
、
惣
分
米
二
七
四
石
四
斗
二
升
五
合
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
さ
て
、
　
「
大
検
注
疏
」
は
二
帖
し
か
残
っ
て
い
な
い
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
が
、
田
代
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
他
の
二
帖
に
含
ま
れ
た
は

ず
の
上
村
、
上
田
村
、
上
野
村
に
つ
い
て
は
、
　
「
支
配
帳
」
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
「
大
検
注
帳
」
と
「
支
配
帳
」
の
総
面
積
に
若

干
の
差
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
は
山
郷
禅
二
分
二
町
立
反
一
九
〇
歩
に
つ
い
て
は
、
公
事
銭
の
「
分
田
」
が
遠
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
で

あ
っ
て
、
こ
の
分
が
「
支
配
帳
」
に
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
表
合
に
禅
姉
分
を
加
え
る
と
九
三
町
九
反
二
五
〇
歩
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

り
、
ほ
ぼ
「
大
検
鼻
溝
」
に
い
う
惣
田
数
と
等
し
く
な
る
。
し
か
も
、
　
「
大
検
注
帳
」
を
も
と
に
し
て
「
支
配
帳
」
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
当
然
と
は
い
え
、
両
帳
の
主
筆
は
、
田
品
・
面
積
・
所
在
地
・
地
主
・
作
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

紀俳国荒川荘の領主と農昆（本多）

蓑皿　荒川荘公事銭分田支配

分　　田　　先 陣剃面劃分銭
町反　歩 貫　文

金堂常燈料 50 3，2，240 10．17

御経蔵常工料 38 2．L150 5．　8

御社二季御祭夕座御精神供料
26 1．5ドユG 3。　6

三　供　僧　一 25 1．4．40 3，200

〃　　　　二 17 1．0，300 3，167

〃　　　　三 13 1．0，240 3，200

衆分三十人供 155 9．6，260 22．24

沙汰所　月　別 72 5．L　50 ・　11．929

預所月別用途 83 5．4，220 1L714

捻校預所京上銭 36 2．4，100 5，145

定　　　　　　使 20 1．5．50 2，733

上　　　　　　使 14 9．90 2．54

井　　　　　　料 31 1．5，200 3，550

井　　　　　　免 39 2．8．280　． （6．34）

杖　　打　　　免 10 5．20 L　11

船　　　　　　免 5 4，210 917

宮　　　行　　　鄭 23 2．1，180 4，684

八　幡　与　太 4 3，310 906

三　船　　承　仕 6 5．10 1．　6

三　船　与　太 16 6．70 1，476

名越払伊勢大神宮 8 6，170 1，295

本庄公文惣追捕使加定 110 7．1220 15，845

本　庄下　司　給 95 5．0ユ50 11，120

新　庄　公　文 59 3．8，340 9，395

新　庄　下　司　給 57 4．5，170 9．95

公　　　文　　　代 15 1．0，220 2，273

惣　　　数　　　仕 11 8，180 1，839

刀　　　禰　　　給 56 3．3，350 9，176

番　　　頭（10人） 156 9．9，260 19，951

新　　　　　　名 25 1．2，210 2，517

公事銭支配職分 137 9ユ．160 18，233

合　　　計 1…21 ・・・…1 203，520
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こ
の
両
帳
に
よ
っ
て
、
当
荘
の
大
検
注
の
内
容
は
、
　
一
応
全
会
的
規
模
で
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
分
田
支
配
」
の
根
本
で
あ
る
年
貢
の
「
分
田
」
に
つ
い
て
は
、
公
事
銭
の
「
分
田
」
で
あ
る
「
支
配
帳
」
と
、
一
致
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
と
し
て
扱
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
熱
田
氏
に
よ
る
と
、
本
庄
下
司
給
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
下
地
は
一
致
す
る
よ
う
で
、
確
か
に
引
用
さ
れ

て
い
る
史
料
の
限
り
で
は
、
　
「
三
月
三
日
」
を
除
い
て
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
そ
れ
を
一
般
化
し
え
な
い
こ
と
は
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ぎ
の
「
分
田
支
配
切
符
」
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
（
端
裏
轡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
力
）

　
　
　
　
「
安
楽
河
分
田
支
配
無
量
寿
院
黙
仕
切
符
」

　
　
　
　
　
　
（
承
ヵ
）

　
　
無
量
寿
院
丞
｛
仕
一
口
　
応
永
廿
年
癸
巳
八
月
日

上
大
廿
歩

上
三
百
滑
歩

下
四
十
歩

下
一
反

下
一
反

下
三
百
歩

　
　
已
上

上
村
使
田
坪

タ
カ
ソ
イ

柳
谷

キ
ツ
子
嶋

同
坪

同
坪

　
　
　
　
　
上
一
反
半
五
十
歩

こ
の
六
筆
の
分
米
は
、

地
主
大
光
明
院

地
主
法
師

　
地
主
良
　
覚

地
主
修
禅
院

　
地
主
念
阿
弥

　
地
主
十
郎
二
郎

下
二
反
三
百
四
十
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
れ
も
無
量
寿
院
承
仕
に

院
恩
典
は
分
田
先
に
加
え
ら
れ
て
も
い
な
い
。
そ
し
て
各
筆
に
つ
い
て

宮
行
事
に
「
分
田
」
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
検
校
御
房
へ
の

分
銭
の
「
分
田
」
は
な
い
。
そ
し
て
分
米
の
支
配
切
符
に
み
え
る
十
八
筆
の
う
ち
、

残
り
は
す
べ
て
沙
汰
所
月
別
に
「
分
田
」
さ
れ
て
い
る
。

乍
衛
門

乍
孫
六

乍
三
郎

乍
弥
三
郎

乍
三
郎
五
郎
殿

乍
同

分
米
一
石
五
斗
一
升
九
合
八
茶

「
分
田
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
公
事
銭
の
「
支
配
帳
」
に
は
、
そ
も
そ
も
無
量
寿

　
　
　
　
　
　
い
う
と
、
分
銭
は
一
筆
目
が
金
堂
常
点
葉
に
、
他
の
悪
筆
は
い
ず
れ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
　
　
　
「
分
田
支
配
切
符
」
に
つ
い
て
も
全
く
同
様
で
、
こ
こ
で
も
検
校
御
房
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
～
四
筆
の
分
銭
は
金
堂
常
燈
料
に
、
鴬
野
目
は
刀
禰
給
、

　
要
す
る
に
、
年
貢
と
公
事
銭
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
基
本
的
に
別
個
の
「
分
田
」
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が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
残
念
な
が
ら
年
貢
の
「
分
田
支
配
」
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大

検
注
そ
し
て
「
分
田
支
配
」
に
お
い
て
、
高
野
山
が
何
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
か
は
す
で
に
明
瞭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
大
検
注
を

通
じ
て
公
田
－
公
事
地
九
三
町
九
反
二
百
歩
を
把
握
し
、
年
貢
米
二
七
四
石
墨
斗
二
升
五
合
、
公
薯
三
二
〇
三
貫
五
二
〇
文
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、
　
「
分
田
」
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
大
検
注
に
お
い
て
把
握
の
対
象
と
な
っ
た
作
人
層
に
つ
い
て
み
る
と
、
約
二
五
〇
名

の
う
ち
、
五
反
未
満
の
も
の
が
四
分
の
三
に
も
及
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
多
数
の
零
細
な
農
民
た
ち
が
、
作
人
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
公
田
“
公
事
地
を
耕
作
す
る
限
り
、
殿
原
層
は
じ
め
有
力
農
民
も
多
数
作
人
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
靹
淵
の
左

近
二
郎
、
二
郎
太
郎
、
調
月
の
禰
宜
な
ど
、
近
隣
諸
荘
か
ら
の
入
作
老
も
あ
る
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
同
じ
く
公
田
－
公
事
地
を
作
る
限

軌
小
重
層
も
ま
た
い
か
に
零
禦
も
の
で
あ
ろ
う
と
・
作
人
と
し
て
・
つ
ま
り
年
貢
納
入
貴
任
者
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
如

　
た
だ
、
作
人
の
性
格
、
と
り
わ
け
「
分
田
支
配
」
下
に
お
け
る
有
力
農
民
と
小
百
姓
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
当
荘
で
は
十
分

に
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
し
か
し
、
靹
淵
荘
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
有
力
農
罠
に
も
靹
淵
氏
に
代
表
さ
れ
る
農
奴
主
経
営
が
あ
る
な
ど
、
小

百
姓
層
と
の
間
に
は
一
定
の
階
層
差
を
有
し
て
い
る
が
、
十
四
～
十
五
世
紀
に
か
け
て
は
、
小
百
姓
層
の
一
般
的
な
台
頭
と
そ
の
規
制
を
背
景

に
、
両
者
が
「
百
姓
等
」
と
し
て
領
主
権
力
に
対
決
・
結
集
し
え
た
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
高
野
山
が
「
分
田
支
配
」
に
よ
っ
て
、

た
と
え
結
果
的
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
小
首
姓
層
を
掘
逸
す
る
こ
と
な
し
に
は
荘
園
再
編
成
を
現
実
の
も
の
と
な
し
え
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
も
と

で
小
百
姓
を
は
じ
め
、
　
「
百
姓
等
」
の
力
量
が
着
実
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
点
に
関
し
「
分
田
支
配
」
当
時
の
農
民
の
性
格
を
不
十
分
な
が
ら
も
知
り
う
る
も
の
と
し
て
、
竪
義
湯
田
寄
進
、
お
よ
び

安
楽
河
大
井
に
関
す
る
二
つ
の
史
料
に
注
図
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
は
修
禅
院
頼
宥
が
、
根
来
西
方
院
の
観
慶
に
田
地
を
売
却
し
、
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
に
大
伝
法
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

頼
衡
か
ら
、
高
野
山
竪
着
料
田
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
寄
進
の
内
容
は
表
W
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
六
石
無
籍
の
加
地
子
得
分
で
あ
っ
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備 考

2瀬i町，加苗代定

2　！1

4　ク　，在苗代

山ヲモ副テ持，

池ノ水ヲ引ク．

人

表Iv　学道衆星義料田寄進状況

寄進内容 作地在所

修禅院代官小沢殿

修禅院下人刑部

大光明院下人孫太郎

高ノ村与太

　　11

定田1石4斗
　　1！

定田1石4斗
油田1石

　　ク

河副，今ハユワセ田

　　　11
濡話，今ハ塔前

杉寺前山綺

　〃　棚田

瀬（反，歩）

　　　　120｛
　　　　120

1
．

　　1．120｛
　　1．

た
。
ユ
ワ
山
田
の
土
筆
肥
つ
い
て
、
　
「
器
物
ハ
安
楽
河
ノ
加
地
子
升
也
」
と
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ
が
基
本
的

に
加
地
子
得
分
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
応
永
二
十
年
の
「
分
田
支
配
」
に
際
し
て
は
、
分
田
衆

の
評
定
に
よ
り
、
こ
の
五
筆
、
四
反
の
田
地
は
厳
重
の
法
事
料
田
と
し
て
、
山
上
山
下
大
小
課
役
を
免
除
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

一
円
に
竪
義
料
田
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
分
田
衆
に
よ
る
か
か
る
処
置
は
、
た
と
え
ば
勧
学
院
護
摩
島
田
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
⑳

て
も
同
様
で
あ
る
。

　
こ
の
竪
義
料
田
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
が
一
般
的
な
加
地
子
得
分
を
取
得
し
た
に
と
ど
ま
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
お
も
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
加
地
子
得
分
の
み
で
、
年
貢
・
公
事
銭
を
納
入
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
当
然
「
大
検
注
帳
」
で
把
握
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
竪
義
料
田
の
ば
あ
い
、
作
人
小
沢
殿

・
刑
部
・
孫
太
郎
な
ど
に
つ
い
て
も
、
わ
ず
か
七
年
の
差
で
あ
り
な
が
ら
、
面
積
・
所
在
地
で
「
大
検
注
帳
」
で

照
合
し
う
る
筆
は
見
当
ら
な
い
。
ま
た
「
タ
ラ
炭
田
」
の
ご
と
く
、
地
主
「
仁
義
料
田
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も

の
も
な
い
。
要
す
る
に
、
こ
の
竪
義
料
田
五
筆
四
反
は
、
分
田
辺
に
よ
っ
て
、
年
貢
・
公
事
銭
支
配
の
対
象
と
し

て
は
、
検
注
か
ら
は
ず
さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
免
田
」
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
料
田
の
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

べ
て
が
か
か
る
「
免
田
」
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
山
王
高
田
燈
日
田
は
公
事
銭
・
所
当
を
免
れ
ず
、
ま
た
勧
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

院
御
堂
修
理
料
田
が
「
公
事
銭
在
之
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
、
い
わ
ゆ
る
加
地
子
得
分
を
寄
進
さ
れ

た
ば
あ
い
の
方
が
多
か
っ
た
と
は
お
も
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
　
こ
こ
で
は
大
検
注
・
「
分
田
支
配
」
に
際
し
て
、

重
要
な
匹
田
、
あ
る
い
は
寄
進
の
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
、
　
「
免
田
」
が
設
定
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
竪
義
料
田
に
は
総
名
の
作
人
が
み
え
る
が
、
　
「
大
検
注
帳
」
　
「
支
配
帳
」
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
の
保
有
面
積
を
み
る
と
、
表
V
の
ご
と
く
で
あ
る
。
殿
原
層
で
、
修
禅
院
の
代
官
で
も
あ
る
小
沢
殿
が
、
村
落
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⑳

内
で
も
有
力
な
農
民
に
属
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
客
坊
住
人
と
も
考
え
ら
れ
る
修
禅
院
の
下
人
刑
部
が
、
　
一
町
を
越
え

る
保
有
地
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
里
坊
住
人
と
は
、
熱
田
氏
に
よ
れ
ば
免
家
の
最
右
翼
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
里
坊
領
知
者
と
の
間
に

は
強
い
人
格
的
隷
従
関
係
が
あ
・
た
と
い
抽
か
か
る
刑
部
あ
る
い
は
孫
太
肇
年
貢
納
入
責
薯
と
し
て
把
握
さ
れ
・
蒔
あ
る
い
は
四
反

を
越
え
る
保
有
地
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
自
立
化
が
相
対
的
に
困
難
だ
と
し
た
彼
ら
の
個
別
小
経
営
さ
え
も
が
、
し
だ
い
に
ゆ
る
ぎ
な
い
も

の
と
し
て
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
小
百
姓
層
の
ば
あ
い
も
同
様
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
、
　
「
分
田
支

配
」
と
は
、
ま
さ
に
か
か
る
小
経
営
の
確
実
な
展
開
を
一
つ
の
背
景
と
し
て
、
成
立
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
つ
ぎ
に
安
楽
河
大
井
の
問
題
に
つ
い
て
み
る
と
、
応
永
二
十
年
に
、
当
荘
大
井
の
再
開
削
を
請
負
っ
た
百
姓
ら
の
申
状
が
あ
る
。

　
　
　
（
端
饗
書
）

　
　
　
　
「
大
井
街
姓
等
上
」

　
　
謹
請
申
　
安
楽
河
庄
大
井
事

　
右
上
申
子
細
者
、
当
庄
大
井
事
、
自
今
年
率
三
盛
歳
、
三
ケ
年
間
、
上
大
井
如
昔
可
成
島
野
田
申
候
、
種
無
三
年
、
致
其
沙
汰

　
不
申
候
爵
、
就
彼
大
井
、
従
今
度
御
支
配
候
田
畠
公
事
二
等
お
、
悉
塁
壁
返
寺
家
供
料
仁
、
可
有
御
南
庭
、
其
聴
不
可
申
ご
冨

　
之
歎
候
、
縦
又
難
上
大
井
候
、
万
一
出
大
水
破
損
出
来
候
者
、
錐
何
度
仁
候
、
無
退
嘱
之
儀
、
可
興
行
申
文
、
不
然
候
者
、
於

　
御
㎜
非
糾
丑
宿
、
可
同
上
仁
候
、
働
為
後
評
砒
、
所
請
申
状
如
件
、

　
　
応
永
凶
年
職
八
月
七
日
　
力
宴
・
　
子
キ
（
略
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ェ
ノ
、
　
　
　
衛
盟
門
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ゥ
ノ
ム
ラ
ノ
　
　
温
旭
祐
（
花
押
）

　
　
（
下
司
代
）

　
　
ケ
シ
タ
イ
藤
太
郎
　
　
　
公
文
代
新
兵
衛
（
花
押
）

　
す
な
わ
ち
、
百
姓
ら
は
三
ケ
年
を
か
け
て
上
大
井
の
再
開
削
を
請
負
い
、
た
と
え
大
水
で
破
損
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
そ
の
度
に
興
行
す
る
決
意
を
示
し
た
。
一
方
高
野
山
も
、
　
「
分
田
支
配
」
に
当
っ
て
は
田
畠
公
事
銭
を
宛
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

安
楽
河
大
井
奉
行
に
阿
閣
梨
仙
範
を
命
ず
る
な
ど
、
そ
の
意
気
込
み
か
ら
い
っ
て
も
、
相
当
の
大
事
業
で
あ
っ
た
こ

蓑V　竪義料田作人保有地

小沢殿1刑　部1孫太郎

中田
下田

（2＞　2．100

（9＞　6．230

（3）2ユ20

（8＞　7．340

（2）　180

（8）　3．310

合訓（1・）・・33・1（・1）・e．…1（1G）・．・3・

〔註〕（）内の数字は戸数．
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と
を
お
も
わ
せ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
田
代
氏
が
分
析
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
井
の
目
的
が
島
田
地
区
の
再
開
発
腱
水
田
化
に
あ
る
こ
と
は
指
摘
の

通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
紀
ノ
川
か
ら
の
引
水
は
近
世
に
な
っ
て
は
じ
め
て
可
能
だ
と
し
、
大
井
と
は
柘
榴
川
に
堰
を
築
き
、
そ
れ
を
灌
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

用
水
と
し
て
利
用
し
た
、
と
す
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ

　
第
一
に
、
さ
き
の
史
料
で
は
「
如
昔
可
成
島
於
田
申
候
」
と
あ
り
、
　
「
忍
業
」
と
い
う
以
上
、
二
・
三
年
で
は
な
く
、
数
十
年
も
大
井
の
修

築
が
な
さ
れ
ず
に
、
　
「
島
」
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
れ
が
柘
榴
川
か
ら
の
引
水
で
あ
れ
ば
、
上
田
村
、
上
村
な
ど
、
中
世
に

お
け
る
荘
内
の
中
心
的
な
生
産
地
を
灌
概
す
る
も
の
で
あ
り
、
水
害
で
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
長
期
間
放
置
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
と
え

ば
、
和
泉
国
入
山
田
村
で
、
洪
水
の
た
め
土
丸
・
菖
蒲
な
ど
の
用
水
樋
が
流
さ
れ
た
時
は
、
入
山
田
四
ケ
村
、
日
根
野
東
西
の
地
下
の
み
な
ら

ず
・
上
郷
三
ケ
村
・
長
滝
一
荘
の
地
下
の
協
力
も
得
て
・
直
ち
に
こ
れ
を
8
1
き
上
げ
て
い
璽
柘
榴
川
の
堰
で
あ
れ
ば
・
早
期
の
修
復
は
可
能

で
あ
ろ
う
し
、
必
要
で
も
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
に
木
食
上
人
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
安
楽
川
井
路
は
、
大
井
と
同
じ
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

井
路
は
紀
ノ
川
か
ら
引
水
さ
れ
、
二
本
に
分
か
れ
て
、
一
本
は
田
中
荘
を
貫
流
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
田
中
荘
も
黙
契
の
再
興
に
協
力
す
る

と
と
も
に
、
お
そ
ら
く
は
井
路
維
持
の
た
め
安
楽
川
の
井
段
米
を
差
遣
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
か
わ
り
、
検
校
山
・
平
野
山
の
山
手
は
免
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
荒
川
・
田
中
両
腰
の
山
論
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
く
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、
応
永
五
年
（
　
三
九
八
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
　
「
論
外
誉
者
、
夕
山
手
切
之
、
至
内
山
者
、
不
入
他
領
者
」
と
定
め
ら
れ
、
同
七
年
（
一
四
〇
〇
）
に
は
幕
府
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い

⑫る
。
し
か
し
、
争
い
は
納
ま
ら
ず
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
も
、
田
中
荘
よ
り
荒
川
山
を
切
り
取
り
、
し
か
も
こ
れ
を
新
田
に
成
し
、
相
論

が
起
る
や
乱
入
・
殺
害
に
及
ぶ
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
粉
河
寺
を
介
し
て
詑
証
文
を
出
し
て
納
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
井
路
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

修
築
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
山
論
も
一
応
は
決
着
が
つ
い
た
と
お
も
わ
れ
る
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
の
「
絵
図
」
に
よ
る
と
平
野
由
が

明
ら
か
で
あ
り
、
安
楽
川
大
井
も
完
成
さ
れ
て
い
る
。
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ユ

　
第
三
に
、
現
在
柘
榴
川
に
は
、
　
「
絵
図
」
上
の
①
～
③
に
取
水
口
を
持
つ
「
一
ノ
井
」
　
「
ニ
ノ
井
」
　
「
水
田
井
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
オ
ユ

と
し
て
神
田
付
近
の
灌
瀧
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
、
紀
ノ
川
か
ら
の
も
の
は
共
に
「
荒
川
井
」
、
ま
た
は
た
ん
に
「
大
井
」
と
よ
ぼ
れ
て
い

て
、
市
場
を
は
じ
め
大
半
は
こ
の
「
大
井
懸
り
」
に
よ
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
大
井
開
削
以
前
は
、
柘
榴
川
か
ら
の
灌
概
が
占
め
る
位
置
は
、

現
在
よ
り
相
対
的
に
大
き
か
っ
た
と
は
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
、
島
田
地
区
全
体
の
水
田
化
の
た
め
に
は
、
困
難
で
は
あ
っ
て
も
、
や
は
り
紀

ノ
川
か
ら
の
用
水
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
紀
ノ
川
か
ら
の
用
水
こ
そ
、
　
「
大
井
」
と
よ
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い

で
あ
ろ
う
。

　
大
井
の
こ
と
は
早
く
も
正
応
三
年
（
＝
一
九
〇
）
に
、
　
「
大
井
水
、
永
不
可
下
他
庄
事
」
と
み
え
、
こ
れ
も
安
楽
川
大
井
と
す
れ
ば
、
紀
ノ
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

か
ら
の
引
水
の
努
力
は
す
で
に
鎌
倉
期
に
は
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
の
技
術
水
準
、
農
民
の
力
量
か
ら
い
え
ば
、

お
そ
ら
く
は
洪
水
な
ど
の
た
め
、
南
北
朝
期
を
通
じ
て
放
置
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
れ
が
応
永
期
に
至
り
、
百
姓
ら
は

昔
の
如
く
島
を
田
に
成
す
べ
く
、
三
年
間
の
猶
予
を
も
っ
て
、
大
井
の
再
開
削
を
請
負
っ
た
の
で
あ
る
。
田
代
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
禰
宜
、

衛
門
、
道
祐
ら
は
、
各
村
を
代
表
す
る
有
力
農
民
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
、
か
か
る
難
事
業
を
実
際
に
遂
行
す
る
力
量
を
も
っ
た
多
数

の
農
民
た
ち
の
存
在
を
、
容
易
に
想
像
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
の
安
楽
川
大
井
の
開
削
が
成
功
し
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
う
し

た
い
く
度
か
の
努
力
の
後
に
、
お
そ
ら
く
は
木
食
上
人
の
頃
に
、
一
応
は
大
井
を
恒
常
的
に
維
持
し
う
る
再
興
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
「
分
田
支
配
」
の
と
ら
え
方
、
と
り
わ
け
、
応
永
期
に
入
っ
て
か
ら
典
型
的
と
な
る
高
野
山
の

支
配
体
制
を
「
分
田
支
配
」
と
規
定
す
る
に
は
、
そ
の
意
図
を
も
含
め
て
、
今
少
し
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
熱
田
公
馬
の
ば
あ
い
、
高
野
山
の
支
配
体
制
を
、
下
地
支
配
と
し
て
の
「
分
田
支
配
」
と
、
そ
れ
と
対
極
を
な
す
人
間
支
配
と
し
て
の
「
在

家
畦
免
家
支
配
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
　
「
分
田
支
配
」
を
年
貢
米
な
ど
の
配
分
形
態
に
主
眼
を
お
い
て
と
ら
え
た
結
果
で
も

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
　
「
分
田
支
配
」
は
当
荘
の
ば
あ
い
も
、
高
野
山
領
と
し
て
の
成
立
当
初
か
ら
み
ら
れ
る
も
の
と
な
り
、
　
「
長
寛
・
建
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⑰

久
の
金
剛
峯
寺
衆
徒
へ
の
下
地
の
配
分
」
も
、
　
「
分
田
支
配
の
出
発
点
を
な
す
も
の
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
分
田
支
配
」
が
、
一
つ
に
は
か
か
る
側
面
を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
限
り
で
長
寛
の
ば
あ
い
も
田
畠
・
在
家
な
ど
の
支
配

－
配
分
は
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
配
分
の
側
面
に
つ
い
て
の
み
の
「
分
田
」
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
そ
こ

で
「
分
田
」
さ
れ
た
対
象
は
、
高
野
諸
衆
の
み
で
あ
っ
た
。
高
野
山
で
は
、
諸
衆
へ
の
人
供
料
な
ど
の
か
か
る
配
分
は
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
歴
史
的
に
と
り
た
て
て
こ
れ
を
「
分
田
支
配
」
と
よ
ぶ
意
味
は
乏
し
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
で
は
、
別
稿
で
も
指
摘
し
た
よ

う
に
、
い
わ
ゆ
る
農
民
〃
支
配
”
の
体
鰯
と
し
て
の
要
件
を
欠
く
こ
と
に
な
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
長
寛
当
時
は
、
保
延
の

検
注
帳
に
記
さ
れ
た
田
畠
面
積
と
比
較
し
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
高
野
山
は
な
お
全
荘
的
な
検
注
に
よ
る
農
民
把
握
を
な
し
え
て
お
ら
な
い
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
そ
こ
で
直
接
〃
支
配
”
の
対
象
と
な
っ
た
農
民
は
、
在
家
住
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
十
二
世
紀
段
階
の
支
配
体

制
を
、
配
分
形
態
の
面
か
ら
高
野
山
領
に
普
遍
的
な
、
い
わ
ば
「
分
田
支
配
」
の
第
一
次
的
形
態
と
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
第

二
章
で
は
よ
り
端
的
に
「
在
家
（
免
家
）
支
配
」
と
よ
ん
で
、
の
ち
の
「
分
田
支
配
」
と
区
別
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
応
永
期
以
降
の
「
分
田
支
配
」
に
あ
っ
て
は
、
全
懸
守
に
大
検
注
が
行
な
わ
れ
、
一
筆
一
筆
の
田
畠
が
、
田
品
・
面
積
・
所

在
地
・
地
主
・
作
に
つ
い
て
確
実
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
こ
で
は
、
年
貢
納
入
重
任
者
と
し
て
地
主
で
は
な
く
、
作
人
が
〃
支
配
”

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
作
人
と
分
田
受
給
者
と
の
問
の
散
り
が
か
り
関
係
、
あ
る
い
は
年
貢
・
公
事
銭
の
「
分
田
」
が

わ
ざ
わ
ざ
別
個
に
行
な
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
高
野
山
自
身
が
農
民
の
経
営
そ
の
も
の
を
、
直
接
把
握
し
よ
う
と
し
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
大
検
注
や
坪
合
検
田
に
お
い
て
は
、
農
民
の
土
地
保
有
の
実
体
、
そ
の
推
移
な
ど
は
、
ほ
ぼ
正
確
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
靹
淵
荘
や
「
分
田
支
配
」
は
と
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
近
木
荘
、
さ
ら
に
は
東
大
寺
領
播
磨
国
大
部
荘
な
ど
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
　
「
分
田
支
配
」
は
十
五
世
紀
に
入
っ
て
再
編
成
さ
れ
て
く
る
諸
荘
園
と
共
通
し
た
側
面
を
も
っ
て
い

る
と
も
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
高
野
山
領
荘
園
制
下
で
は
、
　
「
分
田
支
配
」
と
い
う
形
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
高
野
出
に
よ
る
か
か
る
支
配
体
制
へ
の
志
向
は
、
す
で
に
耳
管
田
荘
・
官
省
符
荘
の
延
元
年
中
の
大
検
注
に
み
る
こ
と
も
で
き
る
で
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あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
延
元
年
中
に
は
、
大
検
注
に
も
か
か
わ
ら
ず
供
料
は
た
ち
ま
ち
に
有
名
無
実
と
な
り
、
両
荘
と
も
高
野
山
に
よ
る
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

配
の
再
編
成
は
、
応
永
期
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
「
分
田
支
配
」
と
は
、
た
ん
な
る
配
分
形
態
か
ら
の
み
規
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
在
地
の
作
人
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

主
と
し
て
応
永
期
以
降
に
、
高
野
山
領
荘
園
と
し
て
の
成
立
事
情
の
如
何
を
問
わ
ず
、
直
接
支
配
幽
翠
に
お
い
て
再
編
成
さ
れ
て
き
た
支
配
体

制
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
高
野
山
の
支
配
は
、
公
田
畦
公
事
地
に
お
け
る
年
貢
得
分
の
収
奪
体
制
を
基
本
に
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
そ
れ

は
、
　
「
在
家
（
免
家
）
支
配
」
か
ら
「
分
田
支
配
」
へ
と
じ
う
過
程
に
お
い
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
か
か
る
「
分
田
支
配
」
体
綱
の
成
立
は
、
高
野
山
領
荘
園
に
お
い
て
、
も
と
よ
り
画
期
的
な
意
味
を
も
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
は
小

百
姓
層
を
中
心
と
す
る
小
経
営
の
一
層
の
展
開
、
あ
る
い
は
「
百
姓
等
」
の
年
貢
減
免
闘
争
な
ど
と
も
か
か
わ
っ
て
、
絶
え
ざ
る
在
地
再
把
握

を
不
可
避
と
し
た
。
た
と
え
ば
鎌
人
年
貢
に
つ
い
て
い
え
ば
、
早
く
も
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
に
、
「
帯
人
年
貢
、
近
年
事
外
為
減
少
問
、
不
断

　
　
　
　
　
　
　
⑫

経
堂
早
耳
有
坪
合
弁
」
と
、
坪
合
検
出
が
評
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
衆
分
借
人
供
」
は
、
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
に
は
、
年
貢
米
八

塚
、
公
事
夏
蔦
季
に
十
貫
文
の
代
官
請
負
と
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
し
か
も
そ
の
初
年
に
、
水
損
で
六
石
、
八
貫
文
に
減
ぜ
ら
れ
る
有
様

で
・
さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
後
年
の
競
と
レ
て
は
な
ら
な
い
旨
・
書
き
添
え
ね
ば
な
ら
な
い
状
態
に
陥
ぞ
い
・
た
の
で
あ
恥

　
す
な
わ
ち
、
高
野
山
に
よ
る
荘
園
支
配
の
再
編
成
を
可
能
に
し
た
の
は
、
た
と
え
意
識
的
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
主
と
し
て
直
接
耕
作

者
で
あ
る
作
人
を
年
貢
納
入
責
任
者
と
し
て
掘
愛
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
在
地
に
お
い
て
小
百
姓
層
の
土
地
保
有
、
耕
作
権
の
強
化

が
進
行
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
こ
と
は
相
対
的
に
低
率
・
定
斗
代
た
る
公
田
聾
公
事
地
の
耕
作
を
通
し
て
彼
ら
の
再
生
産
を
よ
り
容
易
に
し
た
。

そ
し
て
、
表
面
的
に
は
つ
ね
に
有
力
農
民
が
先
頭
に
立
つ
こ
と
が
多
い
と
は
い
え
、
彼
ら
小
百
姓
層
に
規
制
さ
れ
た
「
薫
姓
等
」
の
闘
争
を
、

よ
り
激
化
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
　
「
分
田
支
配
」
体
制
の
成
立
は
、
同
時
に
荘
園
領
主
高
野
山
が
再
び
あ
ら
た

な
矛
盾
に
直
罪
す
る
契
機
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
さ
ら
に
十
五
世
紀
半
以
降
の
在
地
構
造
の
動
向
と
の
関
連
で
追
究

す
る
こ
と
は
、
す
で
に
本
稿
の
課
題
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
　
「
分
田
支
配
四
体
舗
そ
の
も
の
の
一
層
の
検
討
を
も
含
め
て
、
他
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日
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

紀伊国荒川荘の領主と農民（雄多）

①
田
中
荘
と
の
相
論
の
か
か
る
側
面
に
つ
い
て
は
、

　
倉
纂
府
…
成
立
期
の
武
士
乱
行
」
　
（
前
掲
）
参
照
。

さ
し
あ
た
り
井
上
満
郎
「
鎌

②
七
－
一
五
六
〇
・
一
五
六
一
・
　
五
六
一
　
号

③
八
一
一
七
＝
号

④
八
一
｛
八
四
五
号

⑤
七
一
一
六
三
五
号

⑥
　
五
一
九
九
九
号
、
七
1
一
六
三
穴
号
、
八
一
一
八
八
六
号
な
ど
。

⑦
八
一
一
七
〇
七
暑
、
六
1
＝
二
三
八
号

⑧
八
一
一
八
八
四
～
八
九
号
な
ど
。

⑨
　
七
一
一
六
三
六
号

⑳
六
1
＝
二
四
三
号

⑪
「
庄
園
制
下
に
お
け
る
村
落
の
形
成
」
（
前
掲
）

⑫
他
に
も
「
大
検
注
帳
」
で
み
え
て
、
「
支
配
帳
」
で
「
分
田
先
」
の
わ
か
ら
な

　
い
筆
が
一
町
余
り
あ
る
が
、
若
干
の
記
載
の
誤
り
以
外
に
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

　
な
お
田
代
氏
は
、
衷
皿
と
ち
が
っ
て
、
　
「
支
配
帳
」
の
地
積
が
九
三
町
八
反
入
○

　
歩
だ
か
ら
「
大
検
注
帳
」
と
ほ
ぼ
【
致
す
る
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
は
閨
ら
か
で

　
な
い
。

⑬
　
　
コ
至
町
時
代
の
齋
圓
野
山
領
庄
園
に
つ
い
て
」
　
（
泌
剛
掲
）
、
二
｛
ハ
ペ
ー
ジ

⑭
宝
寿
院
文
書
。
和
多
昭
夫
氏
の
ご
好
意
に
よ
る
。

⑮
　
五
－
九
九
六
号

⑯
　
拙
稿
「
中
世
後
期
の
高
野
山
領
荘
園
支
配
と
農
蝿
」
（
前
掲
）
、
二
四
ペ
ー
ジ
。

　
な
お
、
靹
襲
撃
で
は
「
歩
付
帳
」
「
年
貢
野
帳
」
の
比
較
・
検
討
に
よ
っ
て
作
人

　
の
性
格
を
追
究
し
え
た
が
、
当
荘
で
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
大
検
注
帳
」
の
み
で
あ

　
り
、
そ
の
点
で
の
限
界
を
も
つ
。

⑰
三
…
五
九
〇
・
六
九
八
号

⑱
　
一
一
二
二
九
号
、
三
…
五
三
一
号

⑲
一
ー
ヨ
ニ
○
号

㊧
　

一二

鼬
ﾜ
山
ハ
一
…
号

⑳
　
　
二
一
五
一
二
六
・
五
六
四
口
万

⑳
　
三
－
五
二
六
・
五
五
九
号

⑱
　
与
太
を
除
い
た
の
は
、
三
船
与
太
、
八
幡
与
太
、
妙
見
与
太
あ
る
い
は
上
田
与

　
太
な
ど
は
み
え
る
が
、
高
（
上
）
村
与
太
は
そ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
も
し

　
れ
な
い
が
、
確
認
し
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
孫
太
郎
の
分
は
、
孫
太

　
郎
殿
、
孫
太
郎
ホ
リ
、
お
よ
び
野
田
原
の
麗
筆
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。

⑳
　
第
一
章
、
註
⑫

㊧
　
　
「
高
野
寺
領
荘
園
支
配
の
確
立
過
程
（
上
）
」
　
（
前
掲
）
、
十
五
ペ
ー
ジ
。
お
よ

　
び
註
⑬
論
文
、
三
十
ペ
ー
ジ
も
参
照
。

醗
　
七
一
一
五
四
九
号

⑳
　
七
－
一
五
四
七
号

　
　
註
⑪
論
文
、
四
一
ニ
ペ
ー
ジ
。
な
お
「
中
枇
後
期
の
郷
村
制
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）

　
の
第
三
章
、
註
⑳
で
は
、
紀
ノ
川
か
ら
の
引
水
の
可
能
性
の
言
及
が
あ
る
。

　
　
『
政
慕
公
旅
引
付
』
文
亀
二
年
九
月
　
日
の
条

⑳
　
刊
、
十
一
一
二
五
二
・
三
～
八
号

⑳
　
七
1
　
置
四
八
号
。
な
お
、
偽
文
書
と
お
も
わ
れ
る
が
、
ど
こ
ま
で
を
内
山
の

　
範
囲
と
考
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
一
一
三
五
一
号
が
あ
る
。

⑫
　

一
－
三
四
〇
・
三
四
｝
・
三
四
二
号
、
ニ
ー
六
九
一
号
。
な
お
、
最
後
の
文
書

　
は
、
　
「
応
永
七
年
ヵ
」
と
す
る
『
大
目
本
史
料
』
の
註
記
の
方
が
正
し
い
。

⑳
　
刊
、
十
一
－
二
五
〇
号

　
　
竹
中
　
雄
氏
所
蔵
。
こ
れ
は
荒
川
荘
内
の
山
野
、
谷
、
峯
な
ど
の
名
称
が
く
わ

　
し
く
み
え
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
図
H
は
そ
の
北
半
分
で
あ
る
（
若
干
部
分
省
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略
）
。

⑯
　
ニ
ー
一
五
四
号
。
史
料
中
の
「
他
庄
」
と
は
、
田
中
荘
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い

　
の
で
、
紀
ノ
川
か
ら
の
用
水
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。

鐙
　
謎
⑬
論
文

⑳
　
　
「
高
野
寺
領
荘
園
支
配
の
確
立
過
程
（
下
）
」
（
前
掲
）
、
四
十
ペ
ー
ジ

⑳
　
拙
稿
註
⑮
論
文
、
二
七
ペ
ー
ジ
、
　
「
図
表
2
」
参
照
。

⑲
　
遠
藤
巌
「
和
泉
国
近
木
庄
に
お
け
る
雀
地
構
造
」
（
『
文
化
』
二
八
巻
第
三
号
）
、

　
…
二
五
一
「
ペ
ー
ジ
。

⑳
　
小
西
瑞
恵
「
揺
磨
国
大
部
荘
の
艇
民
」
　
（
『
日
本
史
研
究
』
九
八
号
）
、
第
三
表

　
参
照
。
ま
た
そ
こ
で
は
、
十
五
世
紀
の
大
部
荘
の
土
地
台
帳
が
、
在
地
構
造
を
正

　
確
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
、
下
作
者
年
貢
負
担
の
荘
例
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と

　
の
指
摘
が
あ
る
（
七
ペ
ー
ジ
）
。

⑪
　
こ
の
ぼ
あ
い
、
隅
田
南
荘
の
「
分
田
支
配
」
は
例
外
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
名

　
体
制
の
存
在
、
そ
れ
ゆ
え
記
載
形
式
の
特
異
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
　
「
分
田
」

　
が
行
な
わ
れ
た
同
じ
正
平
九
年
（
一
三
五
四
）
に
、
南
荘
は
下
司
上
田
氏
の
請
所

　
と
な
っ
て
お
り
、
高
野
山
の
直
接
支
配
下
に
あ
る
荘
園
と
は
い
い
が
た
い
面
を
も

　
つ
か
ら
で
あ
る
。

（
⑫
　
五
一
八
六
一
号

霧
　
五
－
八
一
一
・
八
六
六
号

52　（エ92）

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
大
阪
大
学
大
学
院
に
お
け
る
高
野
山
領
事
園
に
関
す
る
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
黒
田
俊
雄
先
生
を
は
じ
め

　
　
共
同
研
究
に
参
加
さ
れ
た
諸
兄
か
ら
、
多
く
の
示
唆
と
便
宜
と
を
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
史
料
の
点
で
和
多
昭
夫
・
熱
田
公
・
田
中
稔
・
大
石
直
正
ら
の

諸
氏
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
、
現
地
調
査
に
際
し
て
は
、
と
く
に
竹
中

次
第
で
あ
る
。

一
雄
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
大
学
大
学
院
生
・
尼
崎

　
・



The　Chronological

長沙Kingdorn

Table　of　the　Ch’ang　Sha

in　the　Han漢Period

by

1．　Miyazal〈i

　　The　Wu’s呉Ciz’伽g　Sha長沙kingdom　in　the　former　Han前漢per量od

was　very　particular　one　in　the　contemporary　days．　Kao－tsM高祖of　the

Han漢，　after　defeating　Hsiang－ydi毒頁羽and　unifying　the　whole　country，

gave　the　enormous　fiefs　to　several　lords　of　different　families　who　had

contributed　to　his　success，　and　appointed　them　to　1〈ings．　But，　immedi－

ately，　he　seized　their　fiefs　back　and　substituted　kis　family　for　them．

　　Among　them，　Wujui　FLKiijtr　who　had　been　appointed　to　the　1〈ing　of

Ch’ang－Sha長沙died　in　the　very　fi1”st　year　of　h呈s　reign．　But　his　king－

ship　．a！one　was　succeeded　from　his　son　to　his　grandson，　to　King　Ching

請，his　great－9rand　son，　who　had　no　son鍛d　with　whose　death　Uf％fs呉

klngdom　perished．　Moreover，　ln　the　interval，　among　the　close　vassa！s　of

this　kingdom，　a　grand　vizier，　two　ministers，　a　genera！　and　two　bastard

princes　were　promoted　to　feudal　lords．　Tai－hou　9X侯，　whose　name　is　found

in　the　bur量ed　treasurers　in．the　Ch’ang・Sha長沙Tomb　in、　the　Han漢

period　which　was　dug　lately，　was　one　of　them．

　　The　next　year　of　the　rUin　of　the珊％’s呉Ch’ang－sha長沙kingdom，

命獲，son　of　Ching－ti景帝was　apPointed　to　the　king　of　Ch’ang－Sha長沙，

and　his　kingship　was　succeeded　to　the　end　of　the　former　Han前漢．

　　In　this　article，　apart　from　presenting　certain　particular　insistences，　I

would　like　’to　arrange　the　above　facts　into　two　tables　with　preliminaries

and　notes　for　the　explanation．

A　Feudal　Lord　and　Peasants　in　Arakawa　Manor

荒川荘in　Kii紀伊Province

by

R．　Honda

　　The　late　Kamakura　era　and　the　following　two　centuries　are　generally

regarded　as　the　downfal！　stage　of　the　maRorial　system　in　Japan．　The
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foundation　of　the　manors　belonging　to　Kongobu－ji　temple金剛峯寺was，

Iike　most　of　the　others，　shaken　in　those　days．　ln　the　15th　century，

however，　manor　control　system　of　Kongobu－ji　was　reorganized　by　means

of　so－called“Bunden－rule”分田支配，　first　of　a11，0ver　the．manovs　around

the　temple．

　　In　throwing　light　on　the　characteristics　of　the　manors　belonging　to

Kongobu－ji，　1　thinl〈　it　important　to　clarify　that　process－from　shaking

to　reorganization－and　its　Significance，　especial！y　in　connection　with

the　transition　of　the　rural　socia1　structure．　To　our　regret，　we　can　find

few　studies　on　this　problem　from　such　points　of　view．　Even　the　fun－

damental　process　of　transition　of　the　manor　control　system　has　never

been　made　clear．

　　In　thls　article　I　would　like　to　take　the　case　of　Arakawa　manor荒川荘

in　Kii　province糸己伊国，　and　intend　to　grasp　the　change　of　its　control

system　as　the　process　from“Zaike－rule”在家支配to“Bunden－rule”．

1　would　like　to　take　up　this　problem　from　two　viewpoints　as　follows；

one，　to　consider　the　controi　over　the　laRd－tax　on　Koden公田；the　bther，

to　investigate　into　the　contradiction　between　lord　of　the　manor　and

peasants．　These　two　viewpoints　may　！ook　like　a　matter　of　course．　But

the　former　studies　left　something　wanted　in　this　respect　as　1　have

showed　definiteiy　in　my　article　on“Akuto”悪党and　the　donation　of

“Daraniden”．陀羅尼田．　These　two　viewpoints　will　enable　us　to　Make

the　significance　of　“　Bundelt－rule”　system　clearer．

The　Principle　and　Origin　of　the　Hsien県

　　　　Hsiang郷T，ing亭li里・system

by

N．　Koga

　　The　problem　of　the　H蕊6％県跳∫僻9郷T’ing亭Li里・system　in

the　Ch’勿z秦and　Han　漢　period　has　been　very　controversial　subject

hitherto．　For　the　descriptions　of　the　history　books　on　this　system

contradict　one　anoth’ ?ｒ　and　don’t　accord　with　the　statistics　in　the　Han

漢period．
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